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この 冊子 は 『 文 化 中 級 日 本 語 TI」 教 科 書 用 テー プ の テー プ 原 稿 で 
す 。 テ ー プ に は 「 本 文 」、「 聞 く 練 習 」、「 聴 解 」、「 活 動 」 の 聴 解 部 
分 、 会 話 例 な ど 、 教 科 書 に | 豆 亡 で 示し た 部 分 が 収録 され て いま す 。 
収録 され て いる も の の うち 、 教 科 書 に 文 が 掲載 され て いな いも の 


を 、 こ の 冊子 に まとめ まし た 。 

「 聞 く 練 習 」 の テー プ 原 稿 の 中 で で 表 さ れ て いる も の は II の 
練習 の ポイ ント に な っ て いる 部 分 で す 。 
・ 言 いよ ど み の 部 分 は カタ カナ で 表記 し まし た 。 
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本 文 | 「 地 震 の 記事 」 一 教科 書 p.I4 
聴 角 ニュ ー ス を 聞く 


1. 例 ) 父 : さ 、 テ レビ で も 見 る か …… 6 区 

AN : …… 見 通し の よい 直線 道路 で し た 。 和 警察 で は 、 バ ス の 運転 手 か ら 

事情 を 聞き 、 事 故 の 原因 を 詳し く 調べ る こと に し て いま す 。 
1) AN : 次 の ニュ ー ス で す 。 総 務 庁 が まとめ た 推計 に より ます と 、 今 年 …… 

子供 : あ 、 ま ん が 、 ま ん が く < ピッ > 

父 : だ め だ よ 。 ニ ュー ス 見 て る ん だ か ら 。 く ピッ > 

AN …… で 、 過 去 最 低 と な り ま し た 。 ま た 、 年 齢 ご と に 見 た 子供 の 人 
日 は 、14 歳 の 子供 が 168 万 人 いる の を 最高 に 年 齢 が 下がる …… 

子供 : ね を 、 ま ん が 。 


父 : ニ ュー ス 、 終 わっ て か ら ね 。 
AN : 総務 庁 で は 、 今 後 も 子供 の 数 が 人 口 に 占め る 割合 は 減少 する も の 
と 見 て いま す 。 
2) AN : で は 、 次 の ニュ ー ス で す 。 今日 慎 前 、 山 梨 県 の 河口 湖 に 乗用 車 が 
転落 し 、 若 い 男 女 3 人 が …… 
く < く ピーン ボーン > 


母 : あ 、 お 父さん 、 誰 か 来 た 。 

父 : お お 。( 席 を 立つ ) 

AIN Sczssss 警察 で は 、 車 は ハン ドル 操作 を 過 っ て スリ ッ プ し た の で は な 
いか と 見 て 、 3 人 の うち 誰が 運転 し て いた か 確認 を 急い で いま す 。 

3) AN : 本 格 的 な 春の 訪れ を 前 に 、 日 本 三 名 園 の ひと つ 、 岡 山 市 の 後楽 園 

で 、 今 日 、 人 恒例 の 松 の こ も や き が …… 
< く バ イク の 音 > 

父 : バ イク 、 う る っ さい な あ 。 ( 窓 を 閉め る ) 

AN : 今朝 は 青空 の 広がる 穏やか な 天気 と な り 、 後 楽園 を 訪れ ん た た くさ 
ん の 観光 客 た ち は 江 戸 時 代 か ら 続く 春の 風物 詩 を 楽し ん で いま し 
7 だ 
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本 文 2 


昨日 午後 、 新 宿 区 で 火事 が あり 、 一 人 暮らし の 老人 が けが を し まし た 。 
昨日 午後 3 時 ご ろ 、 新 宿 区 東 新宿 1 十 目 の アパ ー ト か ら 火 が 出 て 、 ア パ 
ー ト の 2 階 部 分 を 全焼 し まし た 。 

この 火事 で 、 2 階 の 部 屋 に 寝 て いた 安田 高 さ ん 80 歳 が 、 逃 げ よ うと し 
た 時 に 足 を 折り 、 病 院 で 手当 て を 受け て いま す 。 

新宿 消防 署 で は 、 火 事 の 原因 を 詳し く 調 べ て いま す 。 

安田 さん は 、 一 人 暮らし で し た 。 

今日 、 渋 谷 区 の 国道 で 、 乗 用 車 と タク シー が 衝 突 し 、 乗 用 車 を 運転 し 
て いた 男 の 人 が 頭 な を ど を 強く 打っ て 死亡 し まし た 。 

今日 午後 4 時 半 ご ろ 、 渋 谷 区 南 1 丁目 の 国道 で 、 東 京都 新宿 区 の 会 社 
員 鈴木 弘 さん (48 才 ) が 運転 する 乗用 車 が 、 セ モン ター ライ ン を 越え 、 前 
か ら 来 た タク シー と 衝突 し まし た 。 こ の 事故 で 、 鈴 木 き ん が 、 頭 や 腰 な 
ど を 強く 打っ て 、 病 院 に 運ば げ ばれ まし た が 、 お よそ 2 時 間 後 に 死亡 し まし 
た 。 タ クシ ー の 運転 手 や 乗っ て いた 二 人 の 乗客 に けが は あり ませ ん で し 
た 。 渋 谷 警察 碧 の 調べ に より ます と 、 現 場 は 、 見 通し の よい 直線 道路 で 、 
道路 に は 、 プ レー キ を 踏ん だ あと も な いこ と か ら 、 死 亡 し た 鈴木 さき ん が 
居眠り 運転 を し て いた 可能 性 も ある と みて 、 タ クシ ー 側 の 運転 手 や 乗客 
か ら も 事情 を 聞き 、 事 故 の 原因 を 詳し く 調 べ る こと に し て いま す 。 鏡 木 
さん は 、 友 人 の 結婚 式 に 出席 し た あと 、 家 に 帰る 途中 で し た 。 

本 格 的 な 夏 の 訪れ を 前 に 、 神 奈川 県 の 江ノ島 海岸 で 、 き ょ う 、 恒 例 の 
海 開き が あり まし た 。 今 日 の 海 開 き は 、 午 前 11 時 か ら 、 地 元 の 関係 者 な 
ど お よ そ 60 人 が 集まっ て 、 江 ノ 島 海岸 の 砂浜 で 行わ れん まし た 。 ま ず 、 お 
は らい を し た あと 、 地元 の 村山 市 長 が 、「 今 年 も 事故 ぜ ロ を めざし て 、 海 
水浴 客 に 安心 し て 楽し ん で いた だ ける よう 、 頑 張り まし ょ う 。 今年 は た 
くさ ん の 海水 浴 客 が 訪れ る こと を 期待 し て いま す 」 と 挨拶 し まし た 。 そ 
の 後 、 海 水浴 の 期間 中 、 事 故 の 和 警戒 を する 救助 隊員 た ち が 海 に 飛び 込み 、 
救助 訓練 を 行い まし た 。 江ノ島 海岸 に は 、 8 月 末 ま で の 期間 中 、 去 年 よ 
り 20 万 人 多い 150 万 人 の 海水 浴 客 が 訪れ る も の と 見 られ て お り 、 ま も な く 
夏 本 番 を 迎え ます 。 

今年 、 日 本 人 の 海外 旅行 者 は 、 お よそ 1200 万 人 と な っ て 、 過 去 最 高 と 
な る 見 通し で す 。 日 本 旅行 連盟 が 、 ま と め た と ころ に より ます と 、 日 本 
人 の 海外 旅行 者 は 、 今 年 、 お よそ 1200 万 人 に の ぼり 、 去年 を 100 万 人 余り 
上 回 っ て 、 過 去 最高 と な る も の と 見 られ て いま す 。 海 外 に 出かけ る 日 本 
人 は 、 去 年 、11 年 ぶり に 前 の 年 を 下回り まし た が 、 今 回 再び 増加 し まし 
た 。 出 か けた 国 別 に 見 て み ま す と 、 最 も 多い の が アメ リカ 、 次 いで 韓国 、 
香港 、 シ ン ガ ポー ル の 順 と な っ て いま す 。 


「 文 化 タイ ムズ 」 一 教科 書 P.24 
(「 ホ ー ム ステ イ の 勧め 」 の 表 と 「 情 報 コ ー ナ ー」 を 除く ) 
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会 話 を 聞い て 、 そ の 内 容 と 合っ て いる も の を a bc の 中 か ら 一 つ 選 ん で 〇 
を つけ て くだ さい 。 
1. 女性 : お 金 が も っ と あれ ば 幸せ に な れる の に な あぁ あ 。 
男性 : そう か な あ 。 お 金 が ある か ら っ て 、 幸 せ に な れる と は 限ら ちな いよ 。 
a 男 の 人 は お 金 が あれ ば 幸せ に な れる と 思っ て いる 。 
b 男 の 人 は お 金 が ある と 幸せ に な れ な いと 思っ て いる 。 
c 男 の 人 は お 金 が あっ て も 幸せ に な れる か どう か わか ら な いと 思 
っ て いる 。 
2. 女性 : ね を え 、 こ の 料理 お いし いわ ね 。 
男性 : うん 、 さ す が 今 田 さ ん が 作っ た だ け あ る ね 。 
a 今田 さん は 初め て 料理 を 作っ た と いう こと を 男 の 人 は 知っ て いた 。 
b 今田 さん は 料理 が 上 手 ど と いう こと を 男 の 人 は 知っ て いた 。 
c 今田 さん は いつ も は 料理 が 下手 ど と いう こと を 男 の 人 は 知っ て 
いた 。 
3. 女性 : ね を え 、 具 合 が 悪い ん だ か ら 休 ん で 病院 へ 行っ た ら ? 
男性 : 大 切な 仕事 が ある ん だ 。 そ うい うわ け に は いか な いよ 。 
a 男 の 人 は 仕事 を 休ん で 病院 へ 行く 。 
b 男 の 人 は 休ま な いで 仕事 を する 。 
c 男 の 人 は 具合 が 悪く て 仕事 が で き な い 。 


II. 留学 生 の リー さん と 日 本 人 の 女性 が 話し て いま す 。 ま ず 1 か ら 5 の 文 を 開 
き 、 そ の 内 容 に 注意 し て 会 話 を 聞い て くだ さい 。 そ の 後 で 、 も う 一 度 1 か 
ら 5 の 文 を 聞き 、 合 っ て いる も の に は 〇 、 合 っ て いな いも の に は を つけ 
て くだ さい 。 

1. リー さん は 1 年 前 に 日 本 に きた 。 

2. リー さん は 日 本 人 の よう に 日 本 語 が 使 を る よう に な り た いと 思っ て 日 本 

人 へぎ きだ 。 

3. リー さん は 、 学 校 の 勉強 は あま り し て いな い 。 

4. リー さん は 夏休み に 帰国 し た 。 

5. リー さん は 受験 する つも り だ 。 

: リー きん 、 も う 日 本 へ き て どれ ぐら い に な る ? 

・ もう すぐ 1 年 で す 。 

: 早い わ ね え 。 も う 1 年 。 ど う 、 日 本 の 生活 は 。 

・ え そえ 、 と っ て も 生活 し や すい し 楽し いん で すけ ど …… 

2 委 。 科 。 

: 日 本 語 の 勉強 が 大 変 で …… 

・ あ あ 、 リ ー さ ん 、 真 面目 だ か ら 。 

・ い え 、 日 本 へ 来る 時 は 「 留 学 す る か ら に は 日 本 人 の よう に 日 本 語 が 使え る 
よう に な ろう 」 っ て 思っ て だ た ん で す 。 
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5 甘 筑 。 

・ で も 、 最 近 は 、 日 本 に いる か ら っ て 上 手 に な る と は 限ら ちら な いっ て こと が わ 

か っ て きた ん で す 。 ほ ん と に 頑張 ら な いと …… 

・ で も 、 リ ー さ ん 、 上 手 に な っ て る わ よ 。 

・ い え 、 ま だ 全然 だ ど め な ん で す 。 学校 の 勉強 は も ちろ ん 、 日 本 語 能力 試験 の 

勉強 ね し な くち ゃ な ん な いし …… 。 時 間 が な く て …… 

: まあ 、 大 変 ね え 。 

: そそ る 、 夏 休み も 帰国 する わけ に は 行か な いと 思っ て 、 ず うっ と 日 本 で 頑張 
っ て きた だ で すけ ど …… oe 

・ あ あ 、 そ う 。 リー さん 、 今 、 自 信 が 無く な っ て る ん じゃ な い ? 

・ そ る え 、 そ うな ん で す 。 大学 受 験 も 近づい て きた し …… 時 

・ 今 は 、 自 分 の 力 を 信じ て 頑張 る し か な いわ よ 。 

1. リー さん は 1 年 前 に 日 本 に きた 。 

. リー さん は 日 本 人 の よう に 日 本 語 が 使え を る よう に な り た いと 思っ て 日 本 
へ きだ た 。 

3. リー さん は 、 学 校 の 勉強 は あま り し て いな い 。 

4. リー さん は 夏休み に 帰国 し た 。 
リー さん は 受験 する つも り だ 。 


活動 この 人 に 聞い て み ま し た [I] (使う 表現 ) 練習 一 教科 書 P.35 
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本 文 | 「 お 元気 で すか 」 一 教科 書 P.40 
本 文 2 「 日 本 の 旅行 ガイ ド 」 一 教 科 書 P.48 
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これ か ら 男 の 人 と 女 の 人 の 会 話 を 聞き ます 。 こ の 会 話 は 途中 で 終わ っ て い 
ます 。 女 の 人 は その 後 、 何 と 言う で し ょ うか 。 a bc の 中 か ら 一 つ 選 ん で 、 
〇 を つけ て くだ さい 。 
1. 女性 : あっ 、 木 村 さ ん 、 こ ん に ち は 。 
男性 : ああ 、 田 中 さん 。 ど う で し た ? 結婚 式 の スピ ー チ 。 
女性 : ええ 、 木 村 さ きん が いろ いろ 教え て くれ た お か げ で 
a あり が と う ご ざ いま し た 。 
b 天変 で し な た 。 
で まき 雲 き き 吾 し 凌 。 
2. 女性 : ゲ ダン さ きん 、 山 、 ど うだ っ た ? 
男性 : いや あ 、 よ か っ た よ 、 疲 れ た けど 。 
女性 : そう 。 山 登り っ て 体力 いる わ よ ね 。 
男性 : そう な ん だ よね 。 だ か ら 、 も う 、 で き な い か な あっ て 思っ て る ん 
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女性 : うう ん …… 。 で や る 、 ま だ 、。 登り だ いん で で しょう? 

男性 : うん 。 頂上 に 登っ た 時 の さわ や か な 気持 ち は 最 高 だ か ら ね え 。 

女性 : し じゃあ 、 体 力 の ある 限り 
a 頑張 っ て 登っ た ら 。 
b 登る の を や め た ら 。 
c 登れ な いわ ね 。 

3. 男性 : あの う 、 す み ま せ ん 。 

女性 : は い 、 何 で し ょ うか 。 

男性 : あの う 、 こ この 学校 は フカ リー レッスン て 聞い た ん で すけ ど …… 8 
それ は どう いう …… の 

女性 : あ 、 フ リー レッ スン と いう の は で すね 、 決 まっ た 時 間 に 同 じ 場 所 
で 授業 を 受け る ん じゃ な く て 、 生 徒 さ ん が 好き な 時 間 と 場所 を 選 
べ る と いう シス テム な ん で す 。 


女性 : 例え ば で すね 、 火 曜日 は 渋谷 で 5 時 、 木 曜日 は 新宿 で 7 時 と いう 

ふう に 

a 先生 は いろ いろ いま す の で 安心 で す よ 。 

b 時 間 と 場所 が ば ぱ ばらばら で 大 変 な ん で す よ 。 

c 自由 に レッ スン の 場所 と 時 間 を 選ん で いた だ ける ん で す よ 。 

II. 日 光 の 見 どこ ろ に つい て が ガイド さん が 話し て いま す 。 ガ イド さん は 何 に つ 

いて 説明 し まし た か 。 下 の A、B そ れ ぞ れ の グル ー プ の 中 か ら 正 し いも の 
を 一 つ ず つっ 選び 、 〇 を つけ て くだ さい 。 

エー、 皆 様 、 こ こ が 日 光 東 照 宮 で ご ざい ます 。 

この 東照宮 は 江戸 時 代 に 建て られ まし た が 、 御 覧 の よう に 、 た い へ ん 色彩 豊 
か で 豪華 な 造り に な っ て お り ま す 。 7 

エー、 さ て 皆様 、 こ ちら を ご 覧 くだ さい ませ 。 これ が 有名 な 三 猿 で ご ざい ま 
す 。 見 ぎる 、 聞 か ざる 、 言 わあ ざる 、 の 三 匹 の 猿 の 彫刻 で ご ざい ます 。 それぞれ 
目 や 耳 、 口 を 押さ えて お り ま す 。 これ は 、 見 な い 、 聞 か な い 、 言 わな い 、 と い 
う 意味 で ご ざい ます 。 なぜ 猿 か と 申し ます と 、 こ こ は 神 様 が お 乗り に な る 馬 が 
いる 所 で 、 昔 か ら 猿 は 馬 を 和 守る 動物 と され て いた た め 、 こ の 彫刻 が 造ら れ た の 
で ご ざい ます 。 

で は 、 次 に 参り まし ょ う 。 

は い 、 皆 様 、 こ の 上 に 見 えま す の が 眠り 猫 で ご ざい ます 。 花 の 下 で 猫 が 気持 
ち 良 さそ うに 寝 て お り ま す が 、 こ の 彫刻 は 和 興 に ネズ ミ を 入れ な いた めで す と か 、 
眠っ て いら れる ほど と 平和 な 世 を 表し て いる な どい ろ い ろ な 説 が ど ご ざい ます が 、 
は っ きり し た こと は わか っ て お り ま せん 。 当 時 の 有名 な 彫刻 家 の 作 品 だ と いう 
話 も あり ます が 、 そ れ も よ くわ か っ て お り ま せん 。…… 


活動 国際 交流 パー ティ ー [1] 


(パー ティ ー 会 場 で ) 


司会 : 皆様 、「 国 際 変 流 の タ ベ べ 」 に よう こそ お いで くだ さき さい まし た 。 日 本 に 住ん 
で いら っ し ゃ る 外国 人 の 方 々 と 日 本 人 と の 交流 を 深め よう と いう 目的 で 
行っ て いる この 催し で す が 、 今 日 も 世界 各国 か ら 日 本 に いら し て いる た 
くさ ん の 方 々 を お 招き し て お り ま す 。 ど う ぞ お 飲み 物 を 手 に 、 楽 し いひ 
と と き を お 過ごし くだ さい 。 


女性 : 
男性 : 


2、 男 性 : 
・ イ タリ ア で す 。 
: イタリア で すか ! 僕 、 今 度 の 夏休み に イタ リア を 旅行 し よう と 思 


・ あ の う 、 お 国 は どちら で すか 。 
・ パ キス タン で す 。 
・ そ えっ と 、 パ パキスタン っ て いう と 、 著 い 国 で す よ ね 。 日 本 の 冬 は 寒い 


の 


・ そ う で すね える 。 で も 北 の ほ う は 結構 塞い ん で す よ 。 私 は 北の方 の 出 


身 で すか ら 。 


・ ああ 、 確 か 、 パ キス タン は 北の方 に 高い 山 が ある ん で す よ ね 。 ヒ マ 


ラ ヤ じゃ な く て 、 う うん 、 何 で し た っ け 。 


・ あ あ 、 カ ラコ ルム で すね 。 

: ああ 、 そ うそ う 。 カ ラコ ルム で し た ね 。 

・ サ ント ス さ ん は どちら か らい らっし ゃ っ た ん で すか 。 

・ プ ラジ ル か ら 来 まし た 。 

・ プ ラジ ル 。 ブ ラジ ル っ て いう と 、 サ ッ カ ー が 強い で す よ ね 。 

・ そ う で すね 。 私 も サッ カー 好き で すか ら 、」 リ ー グ 、 よ く テ レビ で 


見 ます 。 


・ サ ント ス さ ん も サッ カー や っ て らし た ん で すか 。 
: ええ る 、 小 さい 頃 よ く や り まし た 。 プ ブラ ジル の 子供 は ボー ル が あれ ば 、 


すぐ サッ カー する ん で す 。 


・ な る ほど 、 だ か ら 強 く な る わけ で すね 。 あ の う 、 日 本 で も サッ カー 


見 に 行き ます か 。 


・ そえ 、 行 きま す よ 。 日 本 の 競技 場 は いい で すね 。 女 性 や 子供 も 行け 


る か ら 。 ブ ラジ ル で は サッ カー 場 は ほとん ど 男 ば っ か り で す よ 。 


・ そ っ 、 そ うな ん で すか 。 ど うし て ? 
・ ゲ ー ム に 興 奪 し た ファ ン が 茜 れ る こと が ある か ら …… 。 で も 、 日 本 


は その 点 、 安 心して 見 て いら れ ま すね 。 が ガー ルフ レン ド も 連れ て け 
まず 。 
ええ と 、 失 礼 で す が 、 ど ちら の 方 で すか 。 


っ て る ん で す よ 。 


・ そ う で すか 。 イ タリ ア の どの 辺 に 行か れる ん で すか 。 
・ い やあ 、 そ れ が まだ は っ きり 決ま っ て な く て 。 イ タリ ア は 見 る と こ 


ろ が た くさ ん あり ます よね 。 ロ ー マ 、 ナ ポリ 、 ベ ニス 、 ミ ラノ 、 み 
ん な 見 た いん で すけ ど 、 時 間 も そ ん な に な いし …… 。 そ うだ 、 お 勧 
め の と ころ を 教え を て も ら え ませ ん か 。 
どん な と ころ に 興味 が ある ん で すか 。 
や っ ぱり 、 歴 史 の ある と ころ と か …… e 
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第 2 課 


: 歴史 …… は 、 ロ ー マ で し ょ う ね 、 や っ ぱり 。 イ タリ ア ら し い 有 雰囲気 


の ある と ころ な ら 、 ベ ニス が いで す よ 。 


・ ロ ー マ と ベニ ス で すね 。 あ の う 、 お みや げ は どん な の が いい で し ょ 


うか 。 


・ そ う で すね え 、 う うん 、 イ タリ ア は 革製品 が いい か ら 、 バ パッ グ と か 


靴 と か 財布 と か 、 そ うい う の は どう で し ょ うか 。 色 も きれ い だ し 。 


・ あ あ 、 昔 製品 ね 。 い いで すね 、 ぜ ひ 見 て みよ う 。 

・ ス ミス さん は どちら の 方 で すか 。 

・ 僕 で すか 、 僕 は アメ リカ で す 。 

・ ア メリ カ の どちら で すか 。 

:- プ ィ ラ デ ル ジィ ア で すず す 。 

・ あ あ 、 フ ィ ラ デル フィ ア 。 も う 日 本 は 長い ん で すか 。 

・ そ ええ と 、 そろそろ 2 年 に な り ま す 。 

: へ え 。 留学 で すか 、 お 仕事 で すか 。 

: 仕事 で 。 ア メリ カン 銀行 の 日 本 支社 に 念 い ます 。 

・ そ う で すか 。 日 本 で 仕事 する っ て いう の は どう で すか 。 大 変 で すか 。 
・ い や 、 楽 し いで す よ 。 も ちろ ん いろ ん な 習慣 の 違い と か も あり ます 


けど 、 そ れ も お も し ろ い で すね 。 


EeeS 没 敵 。 

・ こ こ 、 い いで すか 。 
・ あ 、 ど う ぞ 。 

・ 日 本 の 方 で すか 。 


性 : え を 、 そ う で す 。 


・ 学 生き ん で すか 。 
・ は い 。 
・ 私 は 名 成 大 学 の シャ ファ ー と 申し ます 。 マ レー シア か ら 来 まし た 。 


どう ぞ で よろ し く 。 


・ 平成 女子 大 学 の 山口 で す 。 よ ろ し く お 願 いし ます 。 

・ 山 口 さ ん は 専攻 は 何で すか 。 

・ 一 応 、 国 際 文化 の コー ス に いる ん で すけ ど 。 

: 国際 文化 コー ス 。 い ろ い ろ な 国 の 文化 を ? 

・ 私 は その 中 の アジ ア 文 化 コ ー ス に いま す 。 

・ そ う で すか 。 ア ジア の 国 で 、 ど こ か に 行っ た こと 、 あ り ま すか 。 

・ そ れ が まだ 行っ た こと な いん で す よ 。 大 学 に いる 間 に い ろ い ろ と 行 


っ て みた いと 思っ て る ん で すけ ど 。 


> だ と ええ 学 ? 
・ や っ ぱり 中 国 に は 一 度 行っ て みた いで すね 。 
・ 中 国 。 僕 も 行っ て みた いな あぁ あ 。 


活動 国際 交流 パー ティ ー [II] つ 教 科 書 P.65 


本 文 | 「 ス テレ オタ イプ っ て 何で すか ?」 一 教科 書 p.70 
本 文 2 「 何 で も 食べ よう 」 一 教科 書 p.76 


GO 


I. これ か ら 男 の 人 と 女 の 人 の 会 話 を 聞き ます 。 こ の 会 話 は 途中 で 終わ っ て い 
ます 。 女 の 人 は 、 そ の 後 、 何 と 言う で し ょ うか 。 a bc の 中 か ら 一 つ 選 ん 
で 〇 を つけ て くだ さい 。 

1. 男性 : も し も し 、 そ っ ち は ゆ うべ うか ら す ご い 雨 な ん だ っ て ? ニュー 
ス 見 て びっ くり し た よ 。 
女性 : そ うな の よ 。 
男性 : まだ や みそ うに な い ? 
女性 : や むせ どこ ろか 、 
a 晴れ て き て ん の よ 。 
b 降っ た りや ん だ り し て ん の よ 。 
c どん どん 激しく な っ て き で ん の よ 。 
2 . 男性 : 前 田 さ ん 、 お 疲れ さま で し た 。 
女性 : 皆さん 、 あ り が と う ご ざ いま し た 。 お か ば げ さま で 今日 の コン サー 
ト を 成功 させ る こと が で きま し た 。 
男性 : さす が 「 世 界 の 前 田 」! すばらし い 演 奏で し た 。 今 日 の 成功 は 前 
田 さ ん の 実力 で す よ 。 
女性 : いい え 、 
a 皆さん が 協力 し て くだ さっ た か ら こ そ 、 私 も 頑張 る こと が で き 
だ ん で す 。 
b 皆さん が 協力 し て くだ さっ た か ら に は 、 私 も 頑張 り ま す 。 
c 皆さん が 協力 し て くだ さっ た か ら っ て 、 私 は 頑張 る こと が で き 
ませ ん 。 
3. 男性 : 木下 さん 、 ち ょ っ と 聞い て も いい で すか 。 
女性 : あ 、 ス ミス さん 、 な あ に ? 
男性 : あの う 、 畳 の 上 に 座る 時 は 、 ち ゃ ん と 足 を 曲げ て 座ら な くち ゃ い 
け ま せん よね 。 
女性 : うう ん 、 場合 に ちよ る けど 、 畳 の 上 だ が ら っ て 必ず そう し な きゃ 
いけ な いっ て こと は な いん じゃ な いか な あ 。 
男性 : そう な ん で すか 。 
女性 : そう よ 。 日 本 人 で も 、 そ ん な に 長い 時 間 座 っ て らん な いも ん 。 
男性 : そう で す よ ね 。 長 い 時 間 座 っ て る と 、 足 が 、 え そえ と 、 足 が …… 何 
5 凌 ん で し た っ け 。 
女性 : ああ 、 
a 足 が し びれ る か ら よ 。 
b 「 足 が し びれ る 」 っ て ゆう の よ 。 
C 「 足 が し びれ る 」 っ て ゆう の は その こと よ 。 
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II. いく ら 食 べ て も 太ら な い 砂 糖 に つい て の 実験 結果 を 報告 し て いま す 。 報 告 
を 聞い て 、 表 を 完成 させ て くだ さい 。 

ェ エー、 私 ども の 研究 室 で は 、 い くら 食べ て も 太ら な い 砂 糖 に つい て 以前 か ら 
研究 し て きま し た が 、 こ の た び 「NF シ ュ ガ ー」 の 開発 に 成功 いた し まし た の 
で 、 報 告 さ きせ て いた だ きま す 。 

エー、 こ の 特殊 な 砂糖 「NF シュガー」 の 効果 を 確か め る た め に 、 ネ ズミ を 
使っ た 実験 を 行い まし た 。 ほ ぼ 同 じ 大 き さ の ネズ ミ 100 匹 と を 4 つの グル ー プ に 分 
け 、 そ れ ぞ れ 違 うえ さ を 与 えま し た 。 エ ー、 お 手元 の 資料 を 御覧 くだ さい 。 資 
料 に は 、 そ れ ぞ れ の えさ の 内 容 が 書い て あり ます 。 グ ルー プ ① は ふつ う の 砂 糖 
も NF シュ ガー も 入っ て いな い 、 つ まり どちら も ゼロ % の えさ で す 。 グ ルー プ 
② は 100% ふ つう の 砂糖 を 使っ た えさ で 、 こ れ に は NF シュ ガー は 使用 し て お り 
ませ ん 。 グ ルー プ ③ は ふつ う の 砂 糖 と NF シュ ガー を 半分 ずつ 使っ た えさ で す 。 
エー、 そ し て 最後 に 、 グ ルー プ ④ で す が 、 こ れ に は ふつ う の 砂 糖 は 全く 入っ て 
お り ま せん 。 エ ー、 こ れ ら の えさ を 2 か 月 間 に 渡っ て 与え 続け た 結果 、 ふ つう 
の 砂糖 と NF シュ ガー の 違い が ネズ ミ の 体重 に は っ きり と 表れ まし た 。 エ ー、 
グル ー プ ① の ネズ ミ の 体重 を 1 と し ます と 、 グル ー プ ② の ネズ ミ は 3.8、 グ ルー 
プ ③ の ネズ ミ は 3.0、 グ ルー プ ④ の ネズ ミ は 1.3 で し た 。 エ ー、 こ の 実験 を 通し 
て 、 い か に NF シュ ガー が 太り に くい か が 確認 きれ た わけ で す 。 

この NF シュ ガー は 自然 食品 で あり 、 人 や 動物 の 体 に 悪い 影響 は 与え を ませ ん 。 
また 、 改 良 を 重ね た 結果 、 味 の ほう も よく な っ て いま す 。 今後 は 実用 化 に 向け 
て さら に 研究 を 進め て いき た いと 考え て お り ま す 。 


活動 私 の 主張 [I] (聞い て みよ う 

スピ ー チ | 

司会 : 最初 は ザン ビア の デニ ス ・ ム ワン サ さ ん で す 。 題目 は 「 若 者 の 異 文化 に 
対す る 心 が ま え 」 で す 。 そ れ で は 、 よ ろ し くく お願い し ます 。 


皆さん 、 こ ん に ち は 。 私 は 、 ア フリ カ の ザン ビア と いう 国 か ら 来 まし た 。 日 
本 に 来 て も う 2 年 に な り ま す 。 日 本 語 を 一 生 懸 命 勉 強し まし た が 、 日 本 語 は か 
な り 難 し い 言 葉 だ と 思い ます 。 1 年 前 、 こ ん な 恥ず か し いこ と が あり まし た 。 
大 学 の 先生 の バー ス デ ー パ バー ティー で 、 み ん な が 「 先 生 ! 万 歳 ! 万 歳 !」 
と 言っ て いる の を 、 よ く 聞 き 取 れ な く て 、 私 は 「 先 生 ! 凡才 ! 過 才 !」 と 
言っ て いま し た 。 

日 本 語 を 少し 話せ る よう に な っ て も 、 日 本 の 文化 と 習慣 が よく わか ら な い の 
で 変 な こと を 言っ て し まう こと が あり まし た 。 例 えば 、「 日 本 語 が 上 手 で すね 
え 。」 と ほめ られ た だ 時 に 「 い いえ 、 そ ん な こと は あり ませ ん 。」 ま た は 「 い いえ 、 
上 手 で は あり ませ ん 。」 と 謙 且 し ます が 、 ザ ン ビ ア の 文化 で は ほめ られ た 時 に 「 あ 
り が と う 。」 と 答え な いと 、 相 手 の 言葉 に 感謝 し て いな いと いう こと に な り ま 
す 。 いろんな 国 の 人 と 理解 し 合う た め に は 、 そ の 人 の 文化 と 習慣 を 知る 必要 が 
ある の で は な いで し ょ うか 。 皆さん 、 今 日 は 、 日 本 人 、 特 に 、 若 者 の アフ リカ 
や アジ ア の 文化 に 対す る 心 が ま そえ につい て 話 を し た いと 思い ます 。 
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第 3 課 


友達 を 作る た め に 、 い ろ ん な 文化 を 理解 する た め に 、 日 本 に 住ん で いる 外国 
人 と 日 本 人 は さま ざま な 交流 を し て いま す 。 私 が 住ん で いる 長崎 で は 、 日 本 の 
催し 物 に 参加 する 外国 人 は と っ て も 多い で す 。 それは 、 国 際 文 化 交 流 の うそ で 、 
と っ て も すばらし いこ と だ と 思い ます 。 し か し 、 ち ょ っ と 心配 な こと が あり ま 
す 。 そ れ は 、 発 展 途上 国 の 文化 を 理解 し よう と 思っ て る 若い 日 本 人 は と て も 少 
な いと いう こと で す 。 私 が 見 た と ころ で は 、 若 い 日 本 人 は 、 ア メリ カ と ヨー ロ 
ッ パ に つい て の 文化 的 な イベ ント に は 参加 し ます が 、 ア フリ カ や アジ ア に つい 
て の 文化 的 な イベ ント に は ほとん ど 参 加 し な いよ う で す 。 あ る 青年 た ちと 留学 
生 の 集まり で は 、MC ハ マー の 踊り を や り ま し ょ うと 言う と 、 み ん な 一 生 懸 命 
や り ま し た 。 で も 、 フ ィ リ ピン の バン ブー ダン ス や ほか の アジ ア や アフ リカ の 
踊り を や り ま し ょ うと 言う と 、 多 く の 日 本 人 は 「 恥 ず か し い ! 」 と 言っ て 、 だ 
いた い 参 加 し ませ ん で し た 。 

それ か ら 、 こ れ は 私 が 黒人 だ か ら だ と 思い ます が 、「 あ な た は アメ リカ の どこ 
の 出身 で すか 。」 と た くさ ん の 日 本 人 に よく 聞か れ ま す 。「 私 は アメ リカ 人 じゃ 
な く て アフ リカ 人 で す 。」 と 答え る と 、 相 手 が 「 あ あ 、 そ う 。」 と 言っ て 、 だ い 
た いこ れ で 会 話 が 終わ り ま す 。 日 本 の 若者 は 西洋 人 と の 交流 だ け を 目指 し て い 
る の で は な いで し ょ うか 。 た ぶん 欧米 の 文化 が 優れ て いる と 思う の で し ょ う 。 

この 風潮 は 日 本 の マス コミ の せい か も し れ ま せん 。 テ レビ の 多く が 西洋 の 価 
値 観 で 放送 され る の も 、 そ の 影響 の 一 つ で は な いで し ょ うか 。 ア メリ カ と ヨー 
ロッ パ の 文化 に つい て は よく 放送 され ます が 、 途 上 国 の 場合 は 戦争 や 人 負 健 の 時 
だ け 、 放 送 さ きれ ます 。 途 上 国 の 文化 に つい て 番組 が あっ た と し て も 、 お も し ろ 
お か し い 場 面 だ けが 放送 きれ ます 。 その た びに 、「 え ! すご い ! 信じ られ な 
い !」 と ヒス テリ ッ ク な 声 を 出し て いる 若い 女性 が 番組 の プレ ゼン ター で す 。 
番組 を 見 る と 、 途 上 国 で は こん な 変 な こと ば か り だ と 思わ れ て し まい ます 。 

皆さん 、 ニ ッ ポ ン は 経済 大 国 と な っ て 、 世 界 を 指導 する 国 の 一 つ に な り ま し 
た 。 で も 、 た ぶん 、 日 本 が リー ダー シッ プ を 発揮 する の は アメ リカ と ヨー ロッ 
パ の 発展 し た 国 で は な く て 、 発 展 途上 国 だ と 思い ます 。 で も 、 指 導 国 と な っ た 
ニッ ポン の 皆さん は 指導 され る 発展 途上 国 に つい て どの ぐら い 知 っ て いま すか 。 
た くさ ん の 日 本 人 が アフ リカ 人 は 擦 で や り を 持っ て 生活 を し て いる と 思っ て い 
ます 。 で も 、 ほ と ん どの アフ リカ 人 は は 洋服 を 着 て 、 仕 事 を 持っ て 生活 を し て い 
ます 。 私 は 日 本 の 皆さん に 途上 国 の 文化 と 生活 の 本 当 の 姿 を 知っ て 、 理 解 し て 
も らい た いと 思い ます 。 

私 は 国際 文化 の 専門 家 で は あり ませ ん が 、 私 の 意見 は こう で す 。 暴 文化 を 知 
る こと は 、 皆 さん の 仕事 や お 金もうけ な ど に は 役に立ち ませ ん が 、 異 文化 を 知 
れ ば 、 新 し い 世 界 を 見 る た め の 窓 を 開け る こと に な る と 思い ます 。 こ こ に いる 
皆さん は どう 思い ます か 。 以 上 で す 。 

(財団 法人 国際 教育 振興 会 主催 、 第 34 回 「 外 国人 に よる 日 本 語 弁論 大 会 」 
デニ ス ・ ム ワン サ さ ん の スピ ー チ より ) 


スズ ピー デ 2 
司会 : 続い て オー スト ラリ ア の ジェ ニー・ デ イビス さん で す 。 題目 は 「 青 い 目 
黒い 目 白い 目 」 で す 。 デ イビス さん 、 お 願い し ます 。 
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第 3 課 


こん に ち は 。 皆 さん 、 オ ー ス トラ リア の 日 本 語 ク ラス で 初め て 覚え た この 言 
葉 で 皆さん に あい さ つ で きる な ん て 、 感 激 で 胸 が 一 杯 で す 。 ま ず 、 日 本 語 と 私 
と の 出会い を お 話し し まし ょ う 。 タ イム マシ ン の スイ ッ チ を 、 私 の 高校 時 代 に 
合わ せま す 。 ち ょ っ と 目 を つぶ っ て くだ さい 。 今 よ り 若 く て 、 か わい い 私 を 想 
像 し て みて くだ さい 。 希望 に 燃え て 、 新 し い 語学 に 取り 組む も うと し て いま す 。 
高校 の 選択 授業 に は ドイ ツ 語 と 日 本 語 が あり 、 ド イツ 語 を 取 ろ うと 思っ て いま 
し た 。 そ の こと を 父 に 相談 し た と ころ 、「 オ ー ス トラ リア は アジ ア の 一 員 な の 
に 、 な ぜ ア ジア の 言葉 を 勉強 し な い の か 。 これから 日 本 と オー スト ラリ ア と の 
関係 は 、 も っ と 強く な る 。 ぜ ひけ ひ 日 本 語 を 選び な さい 。」 と 言わ れ ま し た 。 こ の 父 
の ひと こと で 、 日 本 語 の 勉強 を 始め た わけ で す 。 

いっ た ん オー スト ラリ ア の 大 学 を 卒業 し て 、 日 本 に や っ て きた 私 は 、 落 ち 着 
いて 日 本 を 見 る こと が で きま し た 。 私 は 日 本 の 会 社 に 就職 し た の で 、 た くさ ん 
の 人 た ちと 会 うこ と が で きま し た 。 お つき 合い し て いく うち に わか っ て きた の 
は 、 ほ と ん どの 日 本 人 は 、 自 分 の 考え 方 は 日 本 だ け の も の で 、 ほ か の 国 に は な 
いと 思い 込ん で いる こと で す 。 例 えば 、 会 社 で 休憩 中 に 友達 が 「 う ちの 主人 は 
『 お い 、 茶 。』『 飯 。』『 風 呂 。。 し か 言わ な いわ 。」 と 言う の を 聞い て 、 私 は 、 
「 あ 、 一 緒 。、 お 父さん が “Tea.” と 言う と 、 お 母さん は “OK, OK.” と 言っ て 
持っ て きま す よ 。」 す る と 、「 わ あ 、 ジ ェ ニ ー の と ころ は 日 本 人 みた いね 。」 と 言 
いま す 。 そ う で は な い の で す 。 ど この 国 に も 伝統 的 な 考え 方 の 人 は いる の で す 。 
日 本 で も 、 奥 さん を 手伝っ て お 皿 を 洗う 人 も いれ ば 、 オ ー ス トラ リア に だ っ て 、 
アメ リカ に だ っ て 、 亭 主 関 折 は いる の で す 。 日 本 の 人 た ち は 、 ど うし て いろ い 
ろ な 考え 方 が ある こと に 気づか な い の で し ょ う 。 

会 社 で の 体験 の 後 、 し ば らく し て 、 初 め て 大 阪 に 転勤 し た 東京 の 人 か ら こ ん 
な 話 を 聞き まし た 。「 同 じ 日 本 な の に 、 言葉 も 料理 の 味つけ も 違う の で 、 外国 に 
住ん で いる 感じ が し た 。『 う ちら 大 阪 人 、 お 宅 ら は 東京 の 方 や か ら 。』 と 言わ れ 
で し まっ な a3 

けれ ども 、 こ うい う 区 別 の し か た は いい と は 言え ませ ん 。 大阪 人 だ 、 東 京 人 
だ 、 あ る い は 、 あ 、 外 人 だ 、 あ 、 日 本 人 だ 、 と いう 考え 方 は 改め る べき だ と 思 
いま す 。 そ の た め に は 、 日 本 の 人 た ち は ツ アー の 一 員 と し て で は な く 、 も っ と 
外 に 出 て 自分 た ちの 黒い 目 で 外国 人 を 見 る べき だ と 思い ます 。 美しい も の は ど 
ん な 目 で 見 て も 美しい で し ょ う 。 

さて 、 さ っ き 片 付け た タイ ム マ シン を も う 一 度 取り 出し て 時 間 を 未来 に 合わ 
せま す 。 その頃 は 今 よ り も 速い 乗り 物 、 速 い 情報 で 、 世 界 は も っ と も っ と 発展 
し て いる で し ょ う 。 東京 二 キャンベラ 間 も あ っ と いう ま に 着 いて し まう の で す 。 
そし て 、 世 界 が 狭く な れ ば 、 国 民 の 移動 も 激しく な り 、 交 流 も 盛ん に な る で し 
ょ う 。 そ うな れ ば 、 日 本 人 自身 も 変わ る で し ょ う 。 体 つき 、 目 の 色 も 変わ る か 
も し れ ま せん 。 そ の 時 、「 外 人 っ て 何 ? 」 と いう こと に な る で し ょ う 。 日 本 も 積 
極 的 に 外国 人 を 受け 入れ て ほし いと 思い ます 。 未 来 に 、 と 言わ ず 、 私 の 目 の 青 
いう ち に 実現 すれ ば どん な に すばらし いこ と で し ょ う 。 さあ 、 今 、 青 い 目 も 、 
景 い 目 も 、 お 互い に 白い 目 で 眺め て いる 時 で は あり ませ ん よ 。 あ り が と う ご ざ 
いま し た 。 ( 同 第 29 回 ジェ ニー・ デ イビス さん の スピ ー チ より ) 
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スピ ー チ 3 
司会 : 最後 は ベル ギー の ベル ナー ル ・ ド ゥ ・ ル ・ ク ー ル さん 、 題 目 は 「 郷 に 入 
ら ば と 言う けれ ど 」 で す 。 で は 、 お 願い し ます 。 


と に か く 作 文 と いう の は 、 小 学校 の 時 か ら 大 嫌い だ っ た ん で す 。 作文 の 時 間 
に な る と 先生 が 「 さ あ 、 作 文 の 時 間 で す よ 。 今 日 の 題 は 、 い いで すか 。『 我 が 輩 
は 猿 で ある 。』 お 猿 ち ゃ ん 、 キ ャ ッ キ ャ ちゃ ん 。 わ か る ? 」。 先 生 は 優し く や っ 
て いる ん で す が 、 僕 は 猿 の 気持 ちな ん か 全然 わか ら な いか ら 、 難 し く て 難し く 
て 、 泣 いち ゃ っ た ん で す 。 あ れ か ら も う 20 年 も 経つ と いう の に 、 遠 く 離 れ た 日 
本 に 住ん で いな が ら 、 今 で も 作文 に は 悩ま され 続け て いま す 。 若く て か わい い 
先生 が 恐ろし ぃ い 顔 を し て 「 い いで すか 。 今日 の 作文 の 題 は 『 変 な 外人 』 で す 。」 
な ん て 言う ん で すか ら ね 。 

と ころ で 、 僕 は 、 変 な 外人 と 言わ ん る の が 嫌 で 、 一 生 懸 命日 本 人 の いる 前 で 
は 外国 人 の 中 の 外国 人 と し て 生活 し て いる ん で す 。 だ か ら 、 大 好物 の 刺身 や 納 
豆 も 、 日 本 人 の いる 前 じゃ 決し て 食べ な いこ と に し て いま す 。 お そば 屋 さ ん に 
行っ た 時 に は 、 変 な 声 を 出し て 、「 す み ま せ ぬ 。 も り 、 か け 、 く だ さい 。」 っ て 
注文 する ん で す 。 お そば 屋 さ ん の 困る こと 、 困 る こと 。 で も 、 お そば 屋 さ ん は 
と て も 親切 で す 。 何と か 私 に わか ら せ よ うと し て 、 説明 す る ん で す 。「 も り そ ば 
と か け そ ば は 違う ん だ けど な あ 。 もりそば は ね 、 外 人 きん よ 。 こ う や っ て 、 箸 
で そば を 汁 に つけ て な あ 、 ズ ズ っ て 吸い 込む ん だ よ な あ 。 か け そ ば は よ 、 ど ん 
ぶり に 入っ て る ん だ 。 熱い 汁 に 入っ て る そば を その まま ズ ズ っ て 吸い 込む ん だ 
よ ょ な あ 、 外 人 さん よ 。 わ か っ た か な あぁ あ 。」 私 が 「 わ か ら な い 。」 と 言う と 、 も う 
一 度 説明 し て くれ た り 、 表 まで 連れ て 出 て サン プル を 見 せ て 、 つ いで に て ん ぷ 
ら そ ば な ん か も 説明 し て くれ る ん で す 。 僕 が いよ いよ 食べ 始め る と 、 お 店 の 人 
た ち は み ん な 見 な いふ り し て 、 僕 が 食べ る の を チラ チラ 見 て る ん で すね 。 だ か 
ら 僕 が 唐辛子 の 代わ り に こし ょ う を か け よ うと する と 、 三 人 ぐら い の 声 で 、「 が 
ー イ ジー ン さ ー ん ! 」。 そ の 時 、 お そば 屋 さ ん は 、「 一 体 、 外 国人 、 ど ん な 食べ 
方 を する ん だ ろう か 。」 と 好奇 心 で 一 部 始終 を 見 て いた わけ じゃ な いん で す 。 も 
り そ ば と か け そ ば の 違い も わか ら ぬ 外人 さん が 食べ 方 を 間違っ た ら 大 変 ど と い 
う 心 配 で 仕事 だ 手 に つか な いと いう 心理 状態 な ん で すね 。 す ば らし いじ ゃ あり 
ませ ん か 。 

これ が 私 の 国 だ っ た ら 、「 は は ん 、 こ の 外人 は 、 そ うい う 食 べ 方 を する ん だ な 
あ 。」 と 考え て 、 直 し て や ろう と も し な いで し ょ う 。 な ぜ な ら 、 ヨ ー ロ ッ パ に は い 
ろ い ろ な 民族 が いる の で 、 そ の 人 が どん な 食べ 方 を する か 誰 も 知ら な いん で す 。 
だ か ら 、 知 らん 顔 を し て いた ほう が 安全 で も ある し 、 か え そっ て 親切 で も ある わ 
け な ん で す よ 。「 郷 に 入ら ば 郷 に 従 を 」 っ て 言っ た っ て 、 難 し いも ん で すね 。 

( 同 29 回 ベル ナー ル ・ ド ゥ ・ ル ・ ク ー ル さん の ス ピー チチ より) 


第 4 課 


スポ ボー ツ と 余暇 
1. (野球 ) 
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ここ 


| 


これ は ピッ チャ ー の 横 。 
ショ ー ト 取っ た 。 ゲ ッ ツ ー、 取 れる か ? 
ダブ ルプ レー。 

し か し 佐々 木 が ホー ムイ ン 。 

1 点 追加 し て 3 対 0 で す 。 


。(F 1 レー ス ) 


まだ 、 ビ ピット の 方 に は 動き は あり ませ ん 。 
鈴木 浩 。 今 14 位 。 今 日 は 14 位 。 前 を 行く コ ベ ル ナ を 追っ て いま す 。 
その コ ベ ル ナ の ピット の 方 で は 、 給 油 と タイ ヤ 交 換 の 準備 び が でき て いま す 。 


(すもう) 


時 間 で す 。 < の こっ た 、 の こっ た > 
右 か ら の いな し 、 送 り 出 し 。 
神 の 山 の 勝 ち 。< 神 の 山 一 > 右 か ら 右 か ら 追っ つけ まし た 、 神 の 山 。 


。 C ペ ジー ボー ルリ 


まあ 、 こ の 人 も 36 才 で す が 、 本 当 に 体調 維持 を 心得 て いて 、 元 気 で す 。 
佐藤 の バッ クア タッ ク 。 ひ ろう 、 も う 一 つ 、 あ 、 す べ っ た ! あ 、 大 丈夫 。 
アウ ト 。 い っ ぱい を 狙い まし た 。 サ イド ライ ン わ ず か に は ずれ まし た …… 


-.( 床 運動 ) 


B : ここ が 難し い 。 ソ ノー、 加 点 の 対象 に な る ん で すね 。 
いくつ 宙返り が 入っ た か わか り ま し た で し ょ うか 。 

A : 今 回 、 最 後に 3 回 ひね り を し た いと 本 人 は 話し て いま し た 。 

B : あ 、 そ う で すか 。 は い 。 去 年 まで も 、 ち ょ っ と チャ レン ジ は し た こと が 
ある ん で す が 、 マ 、 難 し い E 難 度 の 技 な ん で す が 、 ひ ね り 不 十分 が ある 
と 、 ま あ 、 減 点 対 象 に な る …… 


。 (ゴル フ ) 


A:・ さ 、 キ ャ シー・ ス ミス 。 
《 く ジュッ 、 フチ メ パチ ッ > 

B : こ りゃ 、 い いと こ 行 きま し た ね 。 

A : は い 、 シ ョ ッ ト は いい で す よ ね 。 確か に 。 

B : あう ん 。 

A : さあ 、 ケ リー カレ ンス 。 レー ビン ス か ら ワ ンス トロ ー ク 遅れ て いる わけ 
で す が 。< く シュ ッッ > 

B : まあ 、 フ ェ ア ウ ェ イ ウッ ド で すね 。 ま あ 、 こ こ は あ ん まり ドラ イ バ ー 使 
わな いん で す よ ね 。 お っ と 、 お ? …… 


. (競馬 ) 


ダニ ー ア ルフ ァ ー、 ダ ニー アル ファ ー が 先頭 。 逃げ て いる 。 

そし て トチ ノッ ツカサ 2 番手 、 3 番手 か ら ハ リノ ブリ ザー ド 

そし て 外 を 通り まし て エディ ー バ ー ド 、 そ の 外 か ら エ ン デ バー 

あ 、 そ し て 、 ア ズ サ オー が 一 番 う し ろか ら 

どん な レー ス を みせ て くれ る ん で し ょ うか 。 

さあ 、 最 後 の 直 線 に 入っ て いま す 。 

まだ 、 リ コー アル ファ ー 先 頭 。 を し て エディ ー バ ー ド 、 進 ん で きま し た 。 
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7 番 の ハリ ノブ リザ ー ド 
外 を 通っ て エン ペラ ー、 そ し て アズ サオ ー が 上 が っ て きま し た 。 
横 一 杯 に 広がっ た 。 
横 一 杯 に 広がっ た 。 
アズ サオ ー か 、 ア ズ サ オー か 、 ア ズ サ オー か 
いや いや いや 赤い 帽子 も が ん ば っ て いる 。 
トチ ノッ カサ 行く 、 ト チノ ツカサ 行く 。 
ハリ ノ プ ブリザード 、 ア ズ サ オー、 外 を 通っ て アズ サオ ー 
トチ ノ ツ カサ 、 ト チノ ツカサ 行く 
トチ ノ ツ カサ 行く か 、 ア ズ サ オー か 、 2 頭 が 並ん だ !! 
追い 込ん を だ の は アズ サオ ー…… 
8. (テニ ス ) 
く < ポコ ー ン > forty thirty! < ポコ ー ン 、 ポ コー ン > 
A : この アン グル が いい 。 
B : これ は ナイ ス 、 う まい で すね 。 
9. (柔道 ) 
1 分 を 切り まし た 。 現 在 、「 有 効 」 の ポイ ント が 一 つ ず つ 、 相 手 の 「 指 導 」 で 
北原 、 わ ず か に リー ド し て いま す 。 
北原 、 投 げに いっ た 。『「 ま て 。』 
残り は 39 秒 。 こ こ で 守っ て は いけ ませ ん 。 
さあ 、 こ こ か ら 、 引 き 手 を 持っ て 、 
背負 い 投げ ! どう だ ? いっ ぱ ぽん! 
や り ま し た 。 み ご と 出 ま し た 。 北 原 、 一 本 勝ち ! 


本 文 | 「 世 に も 恐ろし い ス ポー ツ 」 一 教科 書 p.96 
本 文 2 「 余 暇 に 求め る も の 」 つつ 教科 書 p.102 


の" 


I. a bc の 中 か ら 自 然 な 会 話 を 一 つの 選 ん で 〇 を つけ て くだ さい 。 
1. a A : この 学校 の 学生 は 、 み ん な 卒業 し た 後 帰国 する ん で すか 。 
B : いい え 、 帰 国 す る 人 も いれ ば 、 日 本 の 大 学 に 進学 する 人 も いま す 。 
b A : この 学校 の 学生 は 、 み ん な 卒業 し た 後 帰国 する ん で すか 。 
B : は い 、 帰 国 し て は じ め て 大 学 に 進学 し ます 。 
c A : この 学校 の 学生 は 、 み ん な 卒業 し た 後 帰国 する ん で すか 。 
B : いい え 、 帰 国 す る こと に な り ま す 。 
2. aA : 仕事 が 忙し く て 寝る 時 間 $ も なけれ ば 食事 する 時 間 も な い ん だ よ 。 
B : そん な 不 規則 な 生活 を する 人 も いれ ば 、 病 気 を する 人 も いる わ よ 。 
b A : 仕事 が 忙し く て 寝る 時 間 も な け れ ば 食事 する 時 間 も な い ん だ よ 。 
B : そん な 不 規則 な 生活 を し て る と 病気 に な りか ね な いわ よ 。 
c A : 仕事 が 忙し く て 寝る 時 間 も な け れ ば 食事 する 時 間 も な い ん だ よ 。 
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B : そん な 不 規則 な 生活 を し て は じ め て 病気 に な る わ よ 。 
3. aA : 来週 の 月 曜日 は 祝日 で お 休み で すね 。 
B : 土曜 、 日 曜 も 休み だ か ら 、 3 日 間 休 みっ て こと に な りか ね な いね 。 
b A : 来週 の 月 曜日 は 祝日 で お 休み で すね 。 
B : 土曜 、 日 曜 $ 休 み だ か ら 、 3 日 間 休 みっ て わけ に は いか な いね 。 
c A : 来週 の 月 曜日 は 祝日 で お 休み で すね 。 
B : 土曜 、 日 曜 $ も 休み だ か ら 、 3 日 間 休 みっ て こと に な る ね 。 


II. 電気 店 で 店 員 と お 客 さ ん が MD に つい て 話し て いま す 。MD の 特徴 を メモ 
し て くだ さい 。 メ モ は 母国 語 で も いい で す 。 その後 で 、 下 の ( ) に 適 
当 な 言葉 を 入れ て くだ さい 。 

員 : い らっし ゃ いま せ 、MD プ レー ヤー を お 探し で すか ? 


・ そ え 、 今 、 見 まし た 。 あ の う 、 ち ょ っ と わか ん な いん で すけ ど 、MD っ 
て 小さ い CD の こと で すか 。 
員 : い えい そえ 、 そ うじ ゃ な いん で す よ 。CD と MD は 全然 別 の も の な ん で す 
衣 。 
客 : え 、 そ うな ん で すか 。 


店 
客 
店 員 : CD プレ ー ヤ ー で し た ら こ ちら で す が 。 
客 
占 


店 員 : まあ 、 上 難し い 話 は 置い と いて 、CD と MD の 一 番 大 きい 違い は 録音 で き 
る か どう か っ て こと な ん で す 。CD は ご 存じ の よう に 録音 で きま せん よ 
ね 。 それに 対し て MD は 簡単 に 録音 する こと が で きる ん で す 。 

る で 須 。 

店 員 : それ か ら 、 編 集 が 楽 な ん で す よ 。 例え ば 、 録 音 し た 音楽 の 順番 、 1 曲目 
と 2 曲目 を 逆 に する と いっ た よう な 編集 が 簡単 に で きる ん で す 。 

客 : へ る 便利 で すね 。 じ ゃ あ 、 自 分 の 好き な よう に で きる ん で すね 。 

店 員 : ええ 、 そ う ゆ うこ と で す 。 ま あ 、 今 まで 録音 で きる も の と いっ た ら カ セ 

ッ ト テ ー プ で し た よね 。 こ の テー プ と 比べ る と MD は 格段 に 音質 が いい 

ん で す 。 そ れ に いつ まで も 音質 が 変わ ら な いっ て いう 利点 が ある ん で す 。 

・ は あ 。 CD と 違う っ て こと は よく わか っ た ん で す が 、 じ ゃ あ MD を 聞く 

時 、CD プ レー ヤー は 使え を な いっ て こと で すね 。 

・ は い 、 そ うな ん で す 。 よ く CD も MD も ディ スク だ か ら 、CD プ レー ヤ 

ー で 聞け る ん じゃ な いか っ て いう 質問 を 受け る ん で す が 、 残 念 な が ら そ 

れ は で きま せん 。 専 用 の プレ ー ヤ ー が 必要 で す 。 こ ちら な ん か いか が で 

すか 。 安 く な っ て …… 

客 : ま た 、 ゆ っ くり 考え て きま す 。 どうも 。 


本 
Ym 


活動 どう し て か な あ ? [I] 
A : ね を 、 こ れ 見 て 。 
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・ え ? これ 何 の グ ラフ ? 

・ そそ と 、 男 性 が 仕事 と 余暇 の どちら を 重視 する か っ て いう グラ フ 。 

・ へ える 、50 代 は 仕事 重視 派 が 59% も いる ん だ ね 。 

・ そ うな の よ 。 多 いよ ね 。 

・ ど うし て こん な に 多い ん だ ろう 7? 

・ 仕事 し か する こと な いか ら か な ? 

: 仕事 し か する こと な に っ て ? 

・ つ まり 、 仕 事 が いち ば ん 大 事 っ て いう か 、 生 き が いみ た いな 感じ で 、 ほ か 
に な いっ て こと な ん じゃ な い ? 

・ 仕事 が 生き が い ? そう か も し れ な いけ ど 、 本 当 は 余暇 を 大 切 に し た い の 
に で き な い ん じゃ な いか な 。 

5 秋 どう ゆう と と り 7 

・ だ か ら 、 仕 事 ば か り し て きた か ら 、 余 暇 の 過ごし 方 が わか ら な いん だ よ 。 

・ あ 、 そ うか 、 そ う 考 える の か 。 な る ほど ね える 。 それで 余暇 重視 派 が こん な 
に 少な いん だ ね 、 き っ と 。 

B : 余暇 の 過ごし 方 が わか ら な いな ん て 、 つ ま ら な い だ ろ うな あぁ 。 

A : う ん 、 長 生き すれ ば する ほど 、 余 暇 の 時 間 が 多く な る の に ね 。 


活動 どう し て か な あ ? [II] 人 (使う 表現 ) 練習 教科 書 p.II5 
第 5 課 


に 


es) 


と rb 


本 文 | 「 平 安 時 代 」 一 教科 書 p.124 


活動 日 本 史 の 講義 [1] 
講義 | 

エー エー、 今 日 か ら 2 回 の 講義 は 室町 時 代 の 文化 の 話 で す 。 で は 、 ア ー、 ま 
ず 、 室 町 時 代 と いう と 、 マ ア 、 ア ー、 大 体 14 世 紀 頃 か ら 16 世 紀 頃 の 時 代 で 、 エ 
ー、 正 確 に は 足利 尊氏 が 、 あ 、 足 利 尊氏 、 エ ー、 こ の 人 に つい て は 後 で また 詳 
し く 話 し ます けど 、1338 年 、 京 都 の 室町 に 幕府 を 開い た 時 か ら 、 ア ー、1573 年 
に 室町 幕府 が 減 び る まで を 、 室 町 時 代 と いい ます 。 エ ー、 室 町 時 代 も 鎌倉 時 代 
と 同じ よう に 政治 的 な 権力 は 、 ア ー、 武 士 が 握っ て いた ん で すけ ども 、 ア ー、 
武士 の 生活 は 鎌倉 時 代 と 違っ て いた よう で す 。 エ ー、 ど う 違 うか っ て 言い ます 
と 、 マ ア 簡 単に 言う と 、 室 町 時 代 の 武士 は 貴族 と 同じ よう な 生活 を する よう に 
な っ だ た っ て いう こと で すね る を 。 

エー、 こ の 講義 で は 室町 時 代 の 文化 を 中 心 に 話し た いん で すけ ど 、 エ ー、 室 
町 時 代 に は 、 現 在 「 日 本 の 伝統 文化 」 っ て 言わ れ て る も の が た くさ ん 生ま れ た 
ん で す 。 ウ ー ン 、 日 本 の 伝統 文化 と 一 口 に 言っ て も いろ いろ な も の が ある ん で 
す が 、 ア ー、 今 日 は 室町 時 代 に 生ま れ た 代表 的 な も の 、 茶 道 と 、 ウ ー ン 、 華 道 
に つい て 科 単 に 、 エ ー、 話 し ます 。 エ ー、 ま ず 茶 道 と 言う と 「 お 茶 」 で す が 、 
エー、 お 茶 は も と も と 平安 時 代 に 中 国 か ら 伝わっ た も の な ん で す 。 その頃 、 お 
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茶 が 日 本 に 入っ て きた 頃 は で すね 、 現 在 の よ う に は 日 常 的 に 飲ま れ て いな か っ 
た よう で す 。 じ ゃ あど ん な ふう に 飲ま れ て た か っ て いう こと で すけ ど 、 コ ー ヒ 
ー や 紅茶 と 同じ よう に 、 お 茶 を 飲む と 頭 が すっ きり する と いう 作用 が あっ て 、 
エー、 体 に も よかっ た の で 、 中 国 か ら 伝わっ た 頃 は お 寺 な ん か で 薬 と し て 飲ま 
れ て いた だ た よう で す 。 で 、 エ ー、 室 町 時 代 に 入っ て 、 エ ー、 人 々 が 一 つの 部 屋 に 
集まっ て お 茶 を 飲む よう に な り ま し た 。 初め は アー、 み ん な で いろ いろ な お 茶 
を 飲ん で 、 そ の 産地 を 当て る っ て いう も の だ っ た ん で す が 、 だ ん だ ん 、 部 屋 に 
注目 する よう に な り ま し た 。 ウ ー、 部 屋 の 美しき を 鑑賞 し な が ら お 茶 を 飲む 。 
ウー ン 、 そ れ が 、 茶 道 の 始 まり だ っ た ん で すね 。 エ ー、 マ ア 、 で も 、 茶 道 を 楽 
し むこ と が で きた の は ほん の 一 部 の 人 だ け で し た 。 エ ー、 茶 道 が 完成 する の は 
安土 桃山 時 代 な ん で すけ ど 、 基 本 的 な も の は 室町 時 代 に で きた ん で す 。 エ ー、 
次 に 、 エ ー、 華 道 に つい て で す が 、 ア ー、 華 道 と いう の は 、 ま あ 「 生 け 花 」 と 
も いわ れ て いる ん で す が …… 

講義 2 

エー、 エ ー、 前 回 の 講義 で は 、 ア ー 茶 道 と 研 道 に つい て お 話し し まし た が 、 
アー、 今 日 は 、 茶 道 や 華道 と 一 緒 に 発達 し た 日 本 建築 に つい て お 話し し ます 。 
で は 、 ま ず 、 さ っ き 配 っ た プリ ント を 見 て くだ さい 。 これ は 日 本 間 の イラ スト 
で すね 。 は い 、 じ ゃ あ ち ょ っ と 説明 し ます 。 ま ず 、 正 面 に 鳥 の 絵 が か か っ て い 
ます ね 。 そ れ が 「 掛 け 軸 」 で す 。 エ ー、 こ の 掛け 軸 に は いろ いろ な 種類 が あり 
ます 。 ア ー、 こ の 「 掛 け 軸 」 が か か っ て いて 、 花 が 飾っ て ある と ころ は 「 床 の 
間 」 で す 。 エ ー、 そ れ か ら 、 床 の 間 の 向かっ て 右側 で す が 、 3 段 の 棚 が あり ま 
すね 。 そ れ が 「 違 い 棚 」 で す 。 

ウー ン 、 こ の 部 屋 全 体 を 見 る と 、 人 が 出入 り で きる 所 が 左右 に あり ます が 、 
アー、 ま ず 、 向 か っ て 右側 の ドア の よう な と ころ に 山 の 絵 が か いて ある で し ょ 
う 。 そ れ が 「 宰 」 で す 。 宰 は 部 屋 と 部 屋 を 仕切 る た め に 作ら れ た も の で 、 紙 と 
木 で で き て いま す 。 ア ー、 こ の 宰 に か く 絵 も 室町 時 代 か ら 江戸 時 代 に か け て 発 
達し まし た 。 ア ー、 そ れ か ら 、 も う 一 つの 出入 り 口 の 部 分 、 エ ー、 こ の イラ ス 
ト で 言う と 、 向 か っ て 左側 で す が 、 エ 、 そ れ が 「 障 子 」 で す 。 エ 、「 障 子 」 は 廊 
下 と 部 屋 を 仕切 る の に 使わ れる こと が 多い ん で す が 、 エ 、 こ れ も ま た 紙 と 木 で 
で き て いま す 。 

で 、 エ ー、 皆 さん の 家 だ っ た ら 床 に あたる 部 分 で す が 、 こ こ に 敷い て ある の 
が 「 畳 」 で す 。 畳 は 草 を 編ん で で き て いる ん で す が 、 ア ー、 こ うし て みる と 日 
本 の 家 は 木 や 紙 、 エ ー、 草 と いっ た 、 自 然 の 物 か ら で き て いる こと が わか り ま 
す 。 エ ー、 こ れ は 、 湿 気 の 多い 日 本 の 気候 に は 合っ て いる ん で す 。 

アー、 今 説明 し た よう な 日 本 間 の 基本 が 、 ア ー、 室 町 時 代 に で きた わけ で す 。 


活動 日 本 史 の 講義 [II] 
1 . : 
例 1 )「 貴 族 」 と 「 武 士 」 の 違い が よく わか ら な い の で 説明 し て も らい た い 。 
教授 : エー、 何 か 質問 は あり ませ ん か 。 

学生 : すみ ませ ん 。 
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教授 : 


は い 、 ど う ぞ 。 


学生 : 私 は 日 本 語 が まだ 不 十分 な も の で 、 よ くわ か ら な か っ た ん で す が 

教授 : 何で すか 。 

学生 : 「 貴 族 」 と 「 武 士 」 の 違い が 、 ま だ よく わか ら な い の で …… 、 も う 
一 度 説 明 し て いた だ け ま す で し ょ うか 。 

教授 : エー、 貴 族 は で すね ……fade out 


fade in …… と いう こと で す 。 


・ あ あ 、 そ うな ん で すか 。 わ か り ま し た 。 ど う も あり が と う ご ざ いま 
し だ 。 


例 2 )「 遊 語 」 と いう の は 現在 の 「 宴 会 」 と 同じ よう な も の と 考え て いい の か 


学生 : 
教授 : 
学生 : 
教授 ・ 
学生 : 


教授 ・ 


学生 : 


本 文 2 


@ の " 


I. 会 話 を 聞い て 、 そ の 内 容 と 合っ て いる も の を a bc の 中 か ら 一 つ 選 ん で 〇 
を つけ て くだ さい 。 


1 


どう か 知り た い 。 

先生 、 今 、 お 時 間 、 よ ろ し いで し ょ うか 。 

は い 、 い いで す よ 。 

この 間 の 授業 の こと で お 聞き し た いこ と が ある ん で す が ……。 
何で すか 。 

「 遊 宴 」 と いう の は 、 現 在 の 「 宴 会 」 と 同じ こと で し ょ うか 。 
ええ 、 ま あ そ う 考え て も いい ん で す が …… fade out 

fade in …… と いう よう に 、 エ ー、 少 し 違い ます 。 

ああ 、 そ うな ん で すか 。 よ くわ か り ま し た 。 

お 忙し いと ころ 、 ど う も あり が と う ご ざ いま し た 。 


「 翻 訳 の 苦労 一 鍵 は フル ヘッ ヘン ド 」 一 教科 書 p.136 


女性 : あら 林 く ん 、 ど う し た の 。 そ ん な に 大 きい 荷物 持っ て …… 。 


男性 : いや あ 、 配 達 な ん だ よ 。 

女性 : 配達 ? どう し て ? 

男性 : ぼく ん ちく だ も の 屋 じ や な い 、 だ か ら …… _ 
女性 : で も 、 い つも お 父さん が 配達 し て る じゃ な い 。 


. 男 
女 


性 : 実は 急 に 父 が 風邪 ひい ちゃ っ て ね …… 治る まで 父 に 代わ っ て 配達 


する こと に し た ん だ 。 


性 : ふう ん 。 た い へ ん ね 。 


a 男 の 人 は いつ も は 配達 を し て いな い 。 
b 男 の 人 は いつ も お 父さん に 代わ っ て 配達 を し て いる 。 
c 男 の 人 は 風邪 を ひい た の で 今日 は 配達 し な いこ と に な っ た 。 


性 : ね え 、 石 田 さん 。 
性 : な あ に 。 
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0 <??? 


男性 : 今度 アメ リカ に 支店 が で きる っ て 話 、 知 っ て る ? 
女性 : ああ 、 聞 いた 。 
男性 : 俺 、 ア メリ カ で 働き た いな あぁ あ 。 
女性 : 単なる 噂 に すぎ な いん じゃ な い 。 こ の 前 も 、 ニ ュー ジー ラン ド 支 
店 の 話 が あっ た けど 、 あ れる も 単なる 噂 だ っ た じゃ な い 。 
| a 女 の 人 は アメ リカ に 支店 が で きる と いう 話 を 信じ て いる 。 
b 女 の 人 は アメ リカ に 支店 が で きる と いう 話 を 知ら な か っ た 。 
c 女 の 人 は アメ リカ に 支店 が で きる と いう 話 を 信じ て いな い 。 
3. 女性 : ね を 、 お 隣 の 良子 ちゃ ん 。 塾 に 行き 始め た ん で すっ て 。 
男性 : え え ? 良子 ちゃ ん っ て 、 ま だ 小学 校 に も 行っ て な いじ ゃ な い 。 
女性 : ええ 。 で も 、 い い 小 学校 に 入れ る た め に 週 4 回 も 通っ て る ん で す 
つて 。 
男性 : へ を 、 な ん だ か か わい そう だ ね 。 
女性 : そう ね 。 で も 、 子 供 の 将来 を 考 を た ら そ の ほう が いい の か し ら 。 
男性 : そん な に し て まで いい 小学 校 に 入れ る 必要 が ある の か な あぁ あ 。 
女性 : う ち は ど うし よう か し ら 。 
男性 : お い お い 、 う ち は ま だ 1 歳 じ や な いか 。 何 言っ て ん だ よ 。 
a 男 の 人 は 小さ い 子 供 を 塾 に 行か せる こと に 反対 だ 。 
b 男 の 人 は 小さ い 子 供 を 塾 に 行か せる こと に 将 成 だ 。 
c 男 の 人 は 自分 の 子供 も 塾 に 行か せ た い と 思っ て いる 。 


II. テレ ビ の レポ ー タ ー が ジョ ン ・ ボ ビ の コン サー ト の 様子 を 伝え て いま す 。 
その 内 容 を メモ し て くだ さい 。 そ の 後 で 1 から 5 の 文 を 聞い て 、 そ の 内 容 
が 合っ て いる も の に は 〇 、 合 っ て いな いも の に は を つけ て くだ さい 。 
司会 者 ・ そ れ で は 、 次 の コー ナー は 、 昨 日 行わ れん た ジョ ン ・ ボ ビ の コン サ 
ー ト の 様子 を 橋本 さん に 伝え を て いた だ きま す 。 

レポ ー タ ー : は い 。 エ ー 今 若い 人 た ちの 間 で 大 人 気 の ジ ョ ン ・ ポ ビ で す が 、 今 
回 は 初め て の 来 日 だ っ た だ け に 、 チ ケッ ト も 発売 か ら 30 分 で すべ 
て 売り 切れ た そう で す 。 昨 日 は 東京 の 新宿 ホー ル で の コン サー ト 
だ っ た ん で す が 、2 万 人 収容 で きる この ホー ル も 、 昨 日 は ジョ ン ・ 
ポ ビ の 歌 を 聞こ うと いう 女の子 で 一 杯 で し た 。 ま た 、 チ ケッ ト を 
買え を な か っ た ファ ン も 、 エ ー、 2 千 人 ぐら いい た ん で す が 、 あき 
ら め 切 れ な い 様 子 で ホー ル の 周り に 集まっ て いま し た 。 
さて 、 コ ン サ ー ト の ほう は 、 1 曲目 が 始ま っ た 時 か ら フ ァ ン は み 
ん な 立 上 が り 、 興 礁 の あま り 泣 き 出す 女の子 も いま し た 。 フ ァ ン 
に と っ て は 夢 の よ うな 2 時 間 だ っ た よう で す 。 コ ン サ ー ト 終了 後 
も ホー ル 周 辺 は 女の子 た ち で 一 杯 で 、 特 に 出入 り 口 付近 は ラッ シ 
ュ ア ワー の 電車 の よう な 混雑 で し た 。 と いう の は 、 コ ン サ ー ト 会 
場 か ら ホ テル に 帰る ジョ ン ・ ボ ビ を 一 目 見 よう と 、 フ ァ ン が 押し 
か けた か ら で す 。 結局 、 ジ ョ ン ・ ボ ビ は 混乱 を 避け て ホー ル の 屋 
上 か ら へ リコ プター で ホテ ル に 戻っ た の で す が 、 フ ァ ン は 終電 の 
時 間 ま で 大 騒ぎ で し た 。 ジ ョ ン ・ ボ ビ の コン サー ト 、 今 日 は 横浜 、 
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nw mo ビ 


本 文 | 


第 5 課 


明日 は 大 坂 で …… 


ョ ン ・ ボ ビ の コン サー ト の チケ ッ ト は すぐ 売り 切れ た 。 

。 コン サー ト に は 尋 奪 し すぎ て 、 泣 き 出 し た 女の子 も いた 。 

ホー ル に は チケ ッ ト を 持っ て いな い 人 も 入る こと が で きた 。 

コン サー ト 終 了 後 、 女 の 子 た ち は ラ ッシュ アワ ー の 電車 に 乗っ た 。 

。 女の子 た ち は コ ン サ ー ト 終了 後 、 出 口 で ジョ ン ・ ボ ビ を 見 る こと が で きた 。 


第 6 課 


「 豊 か な 言葉 」 一 教科 書 p.I54 


聴 解 な る ほど ! 言葉 の 由来 


『。 


と 


と ロト Rep 


pp の ロウ ロロ 


トコ 


Rn > 


こぶ うり 、 装 れ な ね える 。 
・ ほ ん と 。 ウ ー ン …… (伸び を し て いる ) 
< 時 計 の 音 > 
・ あ 、3 時 ! 
・ ち ょ っ と 休憩 し よっ か 。 
・ う ん 、 お や つ に し よう よ 。 お いし い ケ ー キ が ある の 。 
: わ あい ! 
・ じ ゃ 、 出 前 行っ て きま す 。 
・ お う 、 す ぐ そ この 石田 さん ち だ か ら な 。 
・ は い 。 
く バ イク の 音 > 
: 遅い な あ 。 ま だ 帰っ て こね を 。 あい つ 、 何 や っ て ん だ 。 
ey a i 
・ 遅 か っ た じゃ ね そえ か 。 どこで 油 売っ て た ん だ 「! 
・ は あ 。 す いま せん 。 
・ あ の う 、 岸 田 さん 。 
・ な あ に 、 フ ォ ー ド さん 。 
・ 日 本 の お 茶碗 は 、 い くら ぐら いし ます か 。 
: お 茶碗 ? あの 、 御 飯 を 食べ る ? 
・ い そえ 、 茶 道 の 時 使う …… 今度 、 国 に 帰る ん で 、 お 土産 に し よう と 思っ 
・ お 茶碗 ね を え 。 ピ ン か ら キ リ ま で ある か ら ね える 。 安い の だ と 5、6 吾 円 
ぐら いで ある けど 、 い い 物 だ と 何 万 円 も する し …… 。 何 百 万 っ て の も 
ある し ね 。 
・ へ え 、 ず いぶ ん 違う ん で すね 。 
・ 実際 に 見 て 決め る の が いち ば ん いい わ よ 。 今度 一 緒 に 行っ て み ま し ょ 
っ か 。 
・ あ 、 い いん で すか 。 じゃ あ 、 お 願い し ます 。 
・ そ れ で さあ 、 あ いつ っ た らき さ 、 


21 


と iH epee 


He 


で は 、 
司会 : 


教授 : 


・ あ っ 、 
人 症 よ 、 だ うり し だ の 。 
・ あ の 人 。 
: え ? ああ 、 人 金子 さん だ ろ 、 4 年 生 の 。 
・ ふう ん 、 金 子 さ ん っ て いう の 。 あ の 人 、 す て きよ ね を る 。 あ あい う の を 
ほん と の 「 二 枚 目 」 っ て いう の よね 。 
: ふん 、 顔 だ け よ くっ て も 、 性 格 が 悪い か も し れ な い ぜ 。 
2 人選 
・ 男 は 顔 し ゃ な いっ て こと 。 五 十 嵐 な ん て 、 見 て みろ よ 。 そ りゃ 、 決 し 
て ハン サム と は 言え な いけ ど 、 明 る くっ て 、 お も し ろく っ て 、 け っ こ 
うい い 奴 だ ぜ 。 
・ え え 、 や だ 、 あ ん な 三 覆 目 。 
・ そ うか あぁ あ ? じゃ 、 僕 な ん か 、 ど う ? 
i 謗 7 
言葉 の 由来 を 聞い て 、 メ モ を 完成 きせ て くだ さい 。 
皆さん 、 こ ん に ち は 。「 な る ほど ミニ 知識 」 の 時 間 で す 。 今 日 は 、 私 た ち 
が 日 常 使っ て いる 言葉 に スポ ッ ト を あて て みた いと 思い ます 。 何気なく 
使っ て いる 言葉 で も 、 よ く 考 える と 、「 ど うし て こん な 言い 方 を する ん だ 
ろう 。」 と 不思議 な も の が あり ます ね 。 今日 は 、「 こ と ば は か せ 」 と し て 
皆さん も よく ご 存じ の 、 出 口 教授 に 、 言 葉 の 由来 に つい て お 話し し て い 
た だ きま すず 。 
で は 、 ま ず 1 番 の 「 お や つ 」 の 由来 で す 。 
エー、 私 た ち は 3 時 に な る と 、「 お や つ 」 と いっ て 、 お 茶 を 飲ん だ り 、 お 
菓子 を 食べ た り し ます 。 こ れ は な ぜ で し ょ うか 。 ア ー、 今 は 1 日 3 回 食 
事 を する の が 普通 で す が 、 江 戸 時代 は 朝 と 夕方 の 2 回 だ け だ っ た ん で す 。 
当然 お な な か が すき ます ね 。 エ ー、 そ の 頃 は 1 日 24 時 間 を 12 に 分 け て 時 間 
を 数 を て た ん で す が 、 そ の 数 え 方 で 「 八 つ 時 」、 今 で 言う と 、 午 後 2 時 か 
ら 4 時 頃 ま で で すね 。 ち ょ うど その 時 間 に お 菓子 や 果物 な ど を 食べ る 習 
慣 が あっ た ん で す 。 こ の 習慣 が 、 今 も 私 た ち に 残っ て いる ん で すね 。 ま 
あ 、 今 は 栄養 の 取り 過ぎ で すか ら 、 あ まり 必要 な いん で す が 、 3 時 に 限 
ら ず みん な よく お や つ を 食べ て いま すね 。 


・ 次 に 、 2 番 の 「 油 を 売る 」 に は どん な 由来 が ある ん で し ょ うか 。 


エー、 仕 事 の 途中 で 喫茶 店 な ん か で お し ゃ べり し て いる の を 上 司 に 見 つ 
か る と 、「 こ ん な と こ で 油 を 売っ て 。」 と 叱 ら れ ち ゃ いま すね 。 エ ー、 実 
は 、「 油 を 売る 」 っ て いう の は 江戸 時 代 に で きた 言葉 な ん で す 。 歴史 が あ 
る ん で すね 。 江戸 時 代 に は 電気 な ん か あり ませ ん か ら 、 人 々 は 夜 、 油 の 
ラン プ の よう な も ん を 使っ て 、 明 る くし て た ん で す 。 で 、 1 軒 1 軒 の 家 
を 回 っ て 、 油 を 売る 人 が いた ん で すけ ども 、 油 を で すね 、 ぴ っ た り 計 っ 
て 入れ 物 に 入れ る の は 、 難 し いも ん で 、 け っ こう 時 間 が か か り ま す 。 そ 
れ で 、 そ の 間 、 客 と 話 を し た り し て る こと が 多かっ た よう で す 。 そ の 様 
子 を そば で 見 て る と 、 遊 ん で る よう に 見 えた ん で し ょ う ね 。 一 生 懸 命 仕 
事 を し て る の に 「 遊 ん で いる 」 と 言わ れ て は 、 油 屋 さ ん も 嫌 で し ょ う が 、 
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第 6 課 生還 


今 で も まじ め に 仕事 を し な いで 遊ん で いる こと を 「 油 を 売る 」 っ て いう 
ん で すね 。 


司会 : な る ほど 。 で は 、 3 番 の 「 ピ ン か ら キ り リ ま で 」 は どう で し ょ うか 。 


教授 : 


司会 : 


今 の 世の中 に は 、 同 じ 種 類 の も の で も 、 最 高 の も の も あれ ば あん まり よ 
く な いも の も あり ます 。 例え ば 、 か ば ん を 買い た いと 思っ て デパ ー ト へ 
行っ て も 「 ピ ン か ら キ リ ま で 」 あ っ て 、 ど れ を 買っ た らい い の か 迷っ ち 
ゃ いま すね 。 エ ー、 こ の 「 ピ ン 」「 キ リ 」 っ て いう 言葉 で す が 、 も と も と 
は ボ ポルトガル 語 だ っ た ん で す よ 。 日 本 語 に は 、 英 語 以外 の 言葉 か らき た 
外来 語 も 結構 ある ん で すね 。「 ピ ン 」 は ポル ト ガ ル 語 で 「 1 」 と いう 意味 
の 「pinta (ピン タ )」 か ら 、「 キ リ 」 の ほう は 「cruz (クル ス )」、 エ ー、 
これ に は 数 字 の 10 と いう 意味 が あり まし て 、 そ こ か らき た 言葉 な ん で す 。 
「 ピ ン 」 が 「 い ちば ん 」 で 、 レ ベル の 高い ほう 、「 キ り リ 」 が 反対 に 低い ほ 
う を 表す よう に な っ た ん で す よ 。 ま 、 1 から 10 ま で 、 っ て こと で し ょ う 
か ね 。 

: 最後 に 、 4 番 の 「 三 析 目 」 は ……。 

・ 皆 さん の 中 で 、 男 性 の 方 は 「 二 枚 目 」 っ て 言わ れる と うれ し いで し ょ う 
し 、「 三 格 目 」 っ て 言わ れる と や っ ぱり 嫌 で し ょ う ね 。 こ れ は どちら も 、 
歌舞 偽 か ら 生 まれ た 言葉 な ん で す 。 歌舞 伎 の 劇場 の 入口 に は 、 8 枚 の 看 
板 が 飾ら れ て て 、 そ れ ぞ れ 人 の 絵 が か か れ て る ん で す 。 ま あ 、 今 で 言う 
と 、 映 画 ス ター の ポス ター の よう な も ん だ と 思え を えば 、 わ か りや すい で す 
ね 。 こ の 看板 な ん で す が 、 並 べ る 順番 が ちゃ ん と 決ま っ て て 、 人 気 の あ 
る ハン サム な 役者 の 絵 は 必 ず 二 枚 目 に 飾り 、 三 覆 目 に は 客 を 笑わ せる よ 
うな お も し ろ お か し い ぃ 役者 の 絵 が 飾ら れる ん で す 。 そ こ か ら 、 ハ ン サ ム 
な 男性 の こと を 「 二 枚 目 」、 エ 、 そ れ か ら 、 ハ ン サ ム で は な いけ ど ち ょ っ 
と お も し ろ い 男性 を 「 三 格 目 」 と いう よう に な っ た ん で す 。 私 な ん か 自 
分 で は 二 枚 目 だ っ て 思っ て る ん で す が 、 ま だ そう 言っ て も ら っ た こと が 
な いっ て の は な ぜ な ん で し ょ うか ね 、 ハ ッ ハ ッ ハ …… a 

フフ フ …… 、 本 当 に 不思議 で すね え 。 先生 、 今 日 は どう も あり が と う ご 
ざい まし た 。 


本 文 2 「 だ る ま 」 一 教 科 書 p.I64 


I. 初め に 言う 文 の 内 容 と 合っ て いる も の を a bc の 中 か ら 一 つ 選 ん で 〇 を つ 


La 


け て くだ さい 。 
お 客 様 に お 願い いた し ます 。 ご 入場 の 際 に お 渡し いた し まし た アン ケー 
ト は 、 お 帰り の 際 に 係員 に お 出し くだ さい ます よう 、 お 願い 申し 上 げ ま 
あら 

a アン ケー ト は 入場 する 時 に 係員 に 渡す 。 

b アン ケー ト は 帰る 時 に 係員 に 渡す 。 
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c アン ケー ト は 帰る 時 に も ら う 。 
2. ワー ブロ の 普及 と 共に 、 日 本 人 の 漢字 能力 が 低下 し て きた と 言わ れ て い 
ます 。 こ れ は 、 ワ ー プ ロ で は 漢字 を 選ぶ 能力 は 要求 きれ て いま す が 、 書 
く 能 力 は 要求 され て いな いた めで し ょ う 。 
a ワー プロ を 使う 人 が 多く な っ た の は 、 漢 字 が 書け な い 人 が 多く 
な っ た か ら だ 。 
b ワー プロ を 使う 人 が 多く な っ て 、 漢 字 が 書け な い 人 も 多く な っ 
て きだ ただ 。 
c ワー プロ を 使う 人 が 多く な っ て 、 漢 字 が 書け る 人 が 多く な っ た 。 
3. 65 歳 以上 の お 年 寄り の 割合 は 、21 世 紀 の 初 め に は 日 本 の 総 人 口 の 20% 近 
くに まで 達する と 了 予測 され て いま す 。 こ の よう に 、 高 齢 化 が 進む に し た 
が っ て 、 一 人 暮らし の お 年 寄り も 増え 、 大 き な 社 会 問題 と な り そ う で す 。 
a 高齢 化 が 進む に つれ て 一 人 暮らし の お 年 寄り が 増え る 。 
b 一 人 暮らし の お 年 寄り が 増え る に つれ て 高齢 化 が 進む 。 
c 社会 問題 が 増え る に つれ て 一 人 暮らし の お 年 寄り が 増え る 。 
II. ラジ オ で 、「 松 下 幸之助 」 の 経歴 に つい て の 番組 を 放送 し て いま す 。 そ の 内 
容 を メモ し て くだ さい 。 を その後 で 質問 を 聞い て 、 答 え を 書い て くだ さい 。 
こん に ち は 。「 こ の 央 、 知 う で る ? 」 の 時 間 で ます 。 今 日 は ナシ ョ ナル 、 つ ま 
り 松下 電気 を 創立 し た 松下 幸之助 さん の 経歴 を 簡単 に ご 紹介 し まし ょ う 。 日 
本 に お ける 電気 産業 の 父 と も 言え る 人 人 です 。 
松下 幸之助 は 8 人 兄弟 の 末っ子 で 、 父 親 の 商売 が うま く 行 か な か っ た た め 、 
小学 校 を 卒業 する 前 か ら 自 転 車屋 で 働い て いま し た 。15 歳 の 時 、 電 車 が 走る の 
を 初め て 見 て 、 こ れ か ら は 電気 の 時 代 だ と 思い 、 電 気 器具 を 売る 会 社 に 勤め ま 
し た 。 仕事 熱心 で 、 工 事 も うま か っ た の で 、 ま わり か ら も 評価 され 、22 歳 の 
時 、 自 分 の 会 社 を つく る まで に な り ま し た 。 電気 器 具 が 普及 する に し た が っ 
て 、 幸 之 助 の 商売 も 順調 に 伸び て いき まし た が 、 そ の 頃 、 幸 之 助 は 会 社 を 
大 きぐ くす る ば か り で な く 、 敵 の 役 に 塵 天 造 用 を 計 岩 W\ と 考え て い 詩 村 寺 。 
電気 製品 を た くさ ん 作る こと に よっ て 、 大 々 の 生活 を 豊か に する と 共に 、 
『PHP』 と いう 雑誌 を 発行 し 、 一 生 を 通じ て 平和 と 幸福 を 実現 する 運動 を 行 
いま し た 。 幸 之 助 は 9 歳 の 時 か ら 働 き 続け て 、 世 界 に 進出 する 大 企業 を 築い た 
と ころ か ら 、 現 在 で も 「 経 営 の 神様 」 と 呼ば れ て いま す 。 
1. 松下 幸之助 は 、 小 学校 を 卒業 する 前 、 ど こ で 働い て いま し た か 。 
2. 松下 幸之助 は 15 歳 の 時 、 何 を 見 て 、 こ れ か ら は 電気 の 時 代 だ と 思い まし た 
か 。 
3. 松下 幸之助 が 初め て 自分 の 会 社 を 設立 し た の は 何 歳 の 時 で し た か 。 
4. 松下 幸之助 は 会 社 を 大 きく する こと 以外 に 、 ど ん な こと を 考え て いま し た 
か 。 
5. 松下 幸之助 は 現在 何と 呼ば れ て いま すか 。 


活動 日 本 で 見 つけ た こん な 物 [II] 
皆さん は この 人 形 を 見 た こと が あり ます か 。 
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この 人 形 の 名 前 を 知っ て いま すか 。( は いい いえ ノノ 選挙 の 時 だ る ま ) そ う 
で す 。「 だ る ま 」 で す 。 こ の 前 選挙 が あり まし た ね 。 そ の 時 ニュ ー ス で この 人 形 
に 目 を か き 入 れ て いた 人 が いた と 思う ん で す が 、 ど うし て そん な こと を する か 、 
皆さん は ご 存じ で すか 。( い いえ) 私 も 不思議 に 思っ て 調べ て み ま し た 。 

大 衆 文化 事典 に よる と この 人 形 は 中 国 の 「 達 磨 」 と いう お 坊さん が モデ ル に 
な っ て いて 、 こ の 人 が 座禅 を し て いる 姿 を 人 形 に し た も の だ そう で す 。 座 禅 と 
いう の は 、 こ う や っ て 足 を 組ん で すわ っ て 、 足 が 痛く な っ て も 、 お な か が すい 
て も 、 そ ん な 考え は 捨て て 心 を 鍛え る こと で す 。 こ の 人 形 に は 手 や 足 が つ いて 
いな いん で す が 、 そ れ は た ぶん 達磨 が 座禅 を し て いる と ころ を 人 形 に し た か ら 
だ と 思い ます 。 

それ か ら 、 こ の 人 形 に は も う 一 つ 変 わっ て いる と ころ が あり ます 。 皆さん も 
お 気づき だ と 思い ます が 、 目 が か か れ て いな いん で す 。 な ぜ か と いう と 、 人 々 
が 願い 事 を する と き に 片方 の 目 を か き 入 れ て 、 願 い 事 が か な うと 残り の 目 を か 
き 入 れ て お 祝い を する か ら だ そう で す 。 今 で も 選挙 や 受験 の 時 に だ る ま が よ く 
使わ れ て いる と いう こと で す 。 

私 も も うす ぐ 受 験 な の で 、 だ る ま を 買っ て 合格 で きる よう に お 願い し よう と 
思っ て いま す 。 皆さん も 買っ て みた らい か が で すか 。 合格 で きる か も し れ ま せ 
まま 。 


El 


本 文 | 「 日 本 の 食 文 化 うな ぎ 」 教科 書 p.176 
活動 どん な 食べ 物 で すか ? [1] 


昌 。 
例 ) (そば 屋 で ) 

店 員 : 何 に し ます か 。 

Ai: そう だ な あ 、 ぼ く 、 お か め う どん 。 アンジー は? 
BS ん ちゃ の 、 私 も 同じ の 。 

店 員 : は い 。 お か め う どん ふた っ つ 『 


B : あの う 、 今 頼ん を だ どの 、 ど ん を な を 物 ? 

A : え ! わか ん な い の に 頼ん し ゃ っ た の ? お か め に は ね る 、 う どん と そ 
ば が ある ん だ よ 。 う どん 頼ん だ ん だ けど 、 そ れ で よかっ た ? 

B: う ん 、 そ れ は いい ん だ けど 、 ど ん な うど ん ? 

A : ええ と ね る そ 、 い ろ ん な 物 が は いっ て ん だ よ 。 例え ば 、 蒲 鏡 …… 

B : かま ぼ こ ? 

A : うん 。 魚 を 潰し て 作っ た 物 な ん だ けど ね 。 白く て 、 丸 を 半分 に し た よう 
な 形 の 。 ま わり が ピン ク 色 の も ある けど …… K 

B : ああ 、 食 べた こと ある 。 

A : あと 、 し いた け や ほ うれ ん 草 も 入っ て る か な 。 それから 卵 で 作っ た 伊達 


巻き が 入っ て る こと も ある な 。 
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で そま ゃ 分 

・ う ん 、 だ て まき 。 卵 焼き みた いな も の 。 店 に よっ て 違う けど 、 い ろ ん な 
も の が 入っ て る ん だ 。 い ろ ん な 味 が し て お いし いよ 。 

: ね え 、 で も 「 お か め 」 っ て 何 の 事 ? 

・ 女 の 人 の 名 前 っ て いう か 、 今 は 美人 し じゃ な い 女 の 人 の こと を いっ た りす 
る ん だ 。 で 、 お か め う どん は 、 そ の 、 い ろ い ろ 入 っ て る も の 、 あ の う 、 
さっ き 言 っ た か ま ぼ こ と か し いた けが 顔 み た い に 並ん で る か ら 「 お か め 」 
っ て 名 前 が つい た っ て 話 も ある よ 。 

・ ふう ん 。 美人 じゃ な い 女 の 人 な ん て 、 ち ょ っ と 失礼 ね 。 


店 員 : は い 、 お か め の お 客 さ ん 、 お まち ど お さ ま 。 


1 ) 


と HH 


と ロロ epee 


B: 


2 ) 


HH み 


の と 


ロロ PH 


(そば 屋 で ) 

: ね え 、 あ の メニ ュー の 最後 の ほう に ある 「 お や こ …… コ 

・ あ あ 、 親 子 井 ? 

・ そ うそ う 、 あ れ も う どん の 名 前 ? 

・ う うん 、「 丼 」 っ て 字 が つい て る の は 、 ご 飯 物 だ よ 。 で 、 親 子 丼 は ね え ぇ 、 
ご 飯 の 上 に 鳥 肉 と 、 卵 が の っ て る ん だ 。 

: 鶏肉 と 卵 、 あ あ 、 そ れ で 、 親 子 っ て いう の ね 。 お も し ろ い 名 前 。 

^・ そ うだ ね 。 

・ 味 は CO 7 

・ ああ 、 し ょ うめ と 砂糖 で 味付け し て ある ん だ 。 

・ ふ うん 。 メ ニュ ー の 親子 丼 の 下 に 「 う そえ 」 っ て 書い て ある の は 何 ? 

「 じ ょ う 」 っ て 読む ん だ けど 、 上 は 普通 の より 値段 が 高く て 、 乗 っ て る 
も の も ちょ っ と 違う ん じゃ な いか な あ 。 量 が 多い と か 、 い い 材 料 を 使っ 

て る と か 。 並 し か 食べ た こと が な いか ら わ か ん な いや 。 

よ お し 、 今 度 、 親 子 丼 の 上 、 食 べ て みよ っ と 。 

(和風 喫茶 店 で ) 

・ あ の 、 こ うい うと こ 初 め て な ん で すけ ど 、 ど れ が お いし いで すか 。 

・ ほ ほほ 、 う ちの は 何で も お いし いっ て 言っ て も ら っ て ます けど 、 そ う で 
すね え 、 あ ん みつ 、 召 し 上 が っ て みた ら 7 

・ そ れ は 、 お 菓子 で すか 。 

・ お 菓子 っ て いう か …… 、 冷た な い デ ザー ト で すね 。 

デザ ー ド wm 。 甘い ん で すか 。 

・ え そ 、 で も 、 上 品 な 甘 さ で す よ 。 

・ 何 が 入っ て る ん で すか 。 

: 寒天 っ て いう 、 そ う で すね を る 、 ゼ リー は ご 存じ で し ょ う ? 小さき さく て 四 

角 い ゼリー みた いな も ん で すけ ど ね 、 そ の 寒天 と 、 果 物 と 、 豆 と 、 わ か 
り ま す ? 豆 。 丸 く て 小さ い 。 

・ は い は い 。 

:・ そ うい う も の の 上 に 、 あ ん こ が の せ て あっ て 、 

・ あ ん こっ て 、 あ の 、 豆 で 作っ た …… | 

: ええ 、 豆 を 者 て 作っ た 、 あ の 、 和 菓子 に よく 入っ て る あん こ で すね 。 
その 上 に 、 蜜 が か か っ て ん で す よ 。 
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A : へ え 、 あ ん この う そえ に 密 が か か っ て る ん で すか 。 
B : あん この な い 「 み つま め 」 っ て いう の も あり ます けど …… 
A: う うん 、 ど うし よう か な あ 。 で も 、 や っ ぱり あん みつ 食べ て み ま す ! 
3 ) (お 好み 焼き 屋 で ) 
・ ね え 、 お 好み 焼き っ て 食べ た こと ある ? 
・ そ っ 、 そ れ 、 ど ん な 食べ も の ? 
・ そ えと ね え 、 そ うだ な あ 、 ピ ザ に 似 て る か な 。 
s ビザ 
・ う ん 、 日 本 風 ビ ピザ っ て 感じ か な 。 チ ー ズ は 入っ て な いけ ど ね 。 小麦粉 の 
中 に 肉 や 野菜 を 入れ て 、 焼 いて ある ん だ 。 
・ あ あ 、 わ か っ た わか っ た 。 一度 食べ た いな あと 思っ て た ん だ 。 
・ よ し 、 じ ゃ あ 、 い こう 。 
員 : い らっし ゃ い 。 
: 何 に する ? 
ぶ ・ だ た ・ た だ た ・ ま っ て 何 ? 
: 豚肉 と 卵 が 入っ て る ん だ 。 
・ そ れ だ け ? 
: い や 、 キ ャ ベツ を 細く 切っ た の と か 桜えび と か は も ちろ ん 入っ て る よ 。 
: 桜えび ? 
・ う ん 。 え そえ び は 知っ て る で し ょ ? 小さ くっ て 乾燥 し た や つが 桜えび 。 
・ ふ うん 。 
・ そ こ に 豚肉 と 卵 が 入っ て る の が 「 ぶ た た ま 」。 こ の 店 は ソー ス が ピリ ッ と 
辛く て お いし いん だ 。 
・ お いし そう 。 
・ 他 に も 、 焼 き そ を ば が 入っ て る の も ある よ 。 
・ へ そえ 、 ど れ に し よう か な あ …… 


のり らら と と 本 と 2 HP 


の 


活動 どん な 食べ 物 で すか ? [II] つ 教 科 書 p.188 
本 文 2 「 食 を 見 直す 」 一 教科 書 p.190 


I. これ か ら 男 の 人 と 女 の 人 の 会 話 を 聞き ます 。 会話 は 途中 で 終わ っ て いま す 。 
女 の 人 は 、 そ の 後 、 何 と 言う で し ょ うか 。 a bc の 中 か ら 一 つ 選 ん で 〇 を 
つけ て くだ さい 。 

1. 男性 : あれ 、 ど うし た ん で すか 。 
女性 : ちょ っ と 頭 が 痛く て …… 
男性 : じゃ あ 、 早 く 帰 っ た ほう が いい ん じゃ あり ませ ん か 。 
女性 : ええ 、 で も 、 今 日 は 3 時 間 目 に テス ト が ある か ら 。 
a 帰る ら ざ る を 得 な いん で す よ 。 
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b 帰る わけ に は いか な いん で す よ 。 
c 帰ら ず に は いら れ な いん で す よ 。 
2. 女性 : 昨 日 、 大 変 ど っ た ん で す よ 。 
男性 : どう し た ん で すか 。 
女性 : 電車 の 中 に バッ グ を 置い た まま 降り ちゃ っ た ん で す よ 。 
男性 : え を 、 大 変 で し た ね ! それで? 
女性 : それ が 、 あ り が た いこ と に 、 
a 親切 な 人 が 駅 員 ほ ん に 届け て くれ た ん で す 。 
b 今 、 探 し て る と ころ な ん で す 。 
c 新しい バッ グ を 買わ な くち ゃ な ら な いん で す 。 
3. 男性 : 先生 、 授 業 の 後 、 教 室 で 勉強 し て も いい で すか 。 
女性 : を を 、 も ちろ ん いい で すけ ど 、 最 後に 教室 を 出る 時 は 窓 を 閉め て 
くだ さい ね 。 
男性 : は い 。 
女性 : あ 、 そ れ か ら 暖 房 の スイ ッ チ も 
a 消し が ち で すか ら 気 を つけ て くだ さい ね 。 
b 忘れ が ち で すか ら 気 を つけ て くだ さい ね 。 
c つけ が ち で すか ら 気 を つけ て くだ さい ね 。 


II. 会 社 で サラ リー マン の 先輩 と 後輩 が 話し て いま す 。 二 人 の 気持 ち に 注意 し 
て 聞い て くだ さい 。 そ の 後 で 1 か ら 5 の 文 を 聞い て 、 会 話 の 内 容 と 合っ て 
いる も の に は 〇 、 合 っ て いな いも の に は X を つけ て くだ さい 。 

後輩 : 先輩 、 ち ょ っ と 珍し い 酒 が 手 に 入っ た ん で す よ 。 飲み ませ ん か 。 

先輩 : ん ? 珍し い 酒 ? 

後輩 : ええ 。 1 年 に 10 本 し か 作ら な いっ ちゅ う … あ の 、 新 潟 の … 

先輩 : ああ 、 あ あ 、「 紅 梅 」 か あ 。 

後輩 : ね 、 今 日 、 ぼ くん ち 、 来 ませ ん か 。 

先輩 : 今日 か …… 。 今日 、 早 く 帰 る っ て 言っ ちまっ た ん だ よ な あ 。 

後 斐 : ク ク ク …… 。 で も 、 飲 まず に は いら ん な いで し ょ ? 奥さん に 電話 し た 


ら ? 
先輩 : うう ん 。 よ し 。 後 斐 か ら 飲 ん で ほし いと 言わ れれ ば 、 飲 まな いわ け に は 
いか ん な 。 


後輩 : そう こ な く っ ちゃ 。 

先輩 : 女房 に は 嘘 を つか ざる を えな いな 。 よ し 。 電 話し て くる 。 
< 電話 を か ける > も し も し 、 あ 、 マ リ チ ャ ン ? ご めん ね える 、 今日 、 仕 
事 で 遅く な る か ら …。 ほ ん と 、 ご めん 。 

「 先 輩 」 は 仕事 で 今日 遅く 家 に 帰る 。 

「 先 輩 」 は あま りお 酒 は 飲み た く な い 。 

「 先 輩 」 は 今日 早く 帰る つも り だ っ た 。 

「 後 輩 」 は 「 和 先輩 」 と 一 緒 に お 酒 を 飲み た いと 思っ て いる 。 

「 先 輩 」 は 奥さん に 嘘 を つい た 。 


oo » ww MO ビ 
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本 文 | 「 地 球 が 危な い 」 一 教科 書 p.204 
本 文 2 「 私 た ち に で きる こと 」 つつ 教科 書 p.208 


I. 会 話 を 聞い て 、 そ の 内 容 と 合っ て いる も の を a bc の 中 か ら 一 つ 選 ん で 〇 
を つけ て くだ さい 。 
1. 女性 : この 仕事 、 一 週間 ぐら いか か る か し ら 。 
男性 : そう で すね え 。 急 いで や れ ば 5 日 で 済む と 思い ます よ 。 
a 男 の 人 は 、 こ の 仕事 は 5 日 あれ ば で きる と 思っ て いる 。 
b 男 の 人 は 、 こ の 仕事 は 5 日 も か か る と 思っ て いる 。 
c 男 の 人 は 、 こ の 仕事 は 5 日 以上 か か る と 思っ て いる 。 
2. 男性 : ど うし た の ? すご い 人 荷物 ! 今日 は ウィ ンド ウシ ョ ッ ピ ング だ 
け で 買わ な いっ て 言っ て た の に 。 
女性 : 頼ま れ た の よ 。 
男性 : お 母さん に ? 
女性 : 旗 誠 な の ま 。 デ パー ト に 行く っ て 言っ た ば っ か り に さあ …… 0 
a 女 の 人 は デパ ー ト に 行き た く な か っ た の に 、 買 い 物 を 頼ま れ た 。 
b 女 の 人 が デパ ー ト に 行っ た の は 、 買 い 物 を 頼ま れ た か ら だ 。 
c 女 の 人 は デパ ー ト に 行く と 言っ たため に 、 買 い 物 を 頼ま れ た 。 
・ 森田 さ ん 、 こ の 季節 、 台 風 が 気 に な る ん で す が …… a 
: ええ 、 そ うな ん で す よ 。 強 い 勢 力 を 持っ た 台風 13 号 な ん で す が 、 勢 
力 を 保っ た まま 、 関 東 地方 に 近付き つつ あぁ る ん で す 。 
: じゃ あ 、 関 東 地方 に 上 陸 す る 恐れ が ある と いう こと で すね 。 
: ええ 、 そ の 可能 性 が 高い で すね 。 今後 も 注意 が 必要 で す 。 
a 台風 は も う 関 東 地方 に 上 陸 し た 。 
b 台風 は 関東 地方 に 向かっ て いる と ころ だ 。 
c 台風 は 関東 地方 の 近く を 通り 過ぎ た 。 
II. ポケ ッ ト ベ ル や 携帯 電話 に つい て 話し て いま す 。 その 内 容 を メモ し て くだ 
さい 。 そ の 後 で 質問 を 聞い て 、 答 え を 書い て くだ さい 。 
今や 小学 生 が ポケ ベル 、 中 学生 は 携帯 電話 を 持っ て いる と さえ 言わ れ て いま 
す 。 本 当 か どう か は わか り ま せん が 、 そ れ く らい 普及 し て いる の は 確か で す 。 
し か し 、 こ れ ら が 普及 する の と 同時 に 、 他 人 に 迷惑 を か け て いる 人 が 増え て い 
る こと も 忘れ て は いけ ませ ん 。 
例え ば 、 電 車 に 乗っ て いる 時 。 携 帯電 話 で 話し て いる 人 が 近く に いる と 、 こ 
ちら と し て は 聞き た くも な い 話 が 聞こ を そ て し まい ます 。 盗み 聞 き し て いる よう 
で いや な 気分 に な っ て きま す 。 ま た 、 授 業 中 に 突然 鳴り 出す 誰か の ポケ ベル 。 
先生 に 対し て 失礼 に を な る ば か りか 、 ま じ め に 授業 を 受け て いる 生徒 に と っ て も 
迷惑 で す 。 い ちば ん 困っ た の は 試験 中 に 鳴っ た 誰か の 携帯 電話 の 音 で し た 。 そ 
の せい で 集中 で き な く な っ た の は 私 だ け で は な か っ た と 思い ます 。 ポケ ベル や 
携帯 電話 を 持つ の を 悪い と 言っ て いる わけ で は あり ませ ん 。 電源 を 入れ っ ぱな 
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し に せ ず 、 も っ と 時 と 場所 を 考え た うえ で 使っ て ほし い の で す 。 ポ ケ ベ ル や 携 
帯電 話 を 持つ な ら 、 最 低 限 の マナ ー を 守る べき で は な いで し ょ うか 。 


LL 


2 。 
さき 。 


どん な 時 に 鳴る ポケ ッ ト ベ ル や 携帯 電話 が よく な いと 言っ て いま すか 。 例 
を 二 つ 挙 げ て くだ きい 。 

それ ら は どう し て よく あり ませ ん か 。 

この 人 が いち ば ん 言い た いこ と は 何で すか 。 


活動 村 お こし 住民 集会 [1] (思い て る ょ よう 


i 皆様 、 本 日 は お 忙し いと ころ を あり が と う ご ざ いま す 。 そ れ で は さっ そ 


i 


く 緑野 村 「 村 お こし 」 住 民 集会 を 始め させ て いた だ きま す 。 エ ー、 今 日 
は この 緑野 村 で 進め られ て お り ま す 「 村 お こし 」 計 画 に つい て ご 説明 い 
た だ いた 上 で 、 皆 様 の ご 意見 を 伺い た いと 思っ て お り ま す 。 で は 、 中 部 
開発 株 式 会 社 の 川上 さん か ら こ の 計画 に つい て 説明 し て いた だ きま す 。 
川上 さん 、 お 願い し ます 。 
は じ め ま し て 。 川上 で す 。 よ ろ し く お 願 いし ます 。 エ ー、 で は 、 さ っ そ 
く 計画 の 概要 を 説明 させ て いた だ きま す 。 こ ちら は 現在 の 緑野 村 の 地図 
で ご ざい ます が 、 ま ず 、 村 の 北側 に あり ます 山 を 切り 開い て ゴル フ 場 を 
造成 する 予定 で ご ざい ます 。 エ ー、 こ の 神社 の ある 山 で すね 。 も ちろ ん 、 
神社 は この まま 残し ます 。 そ し て 、 ゴ ルフ 場 の 隣 に クラ ブ ハ ウ ス を 建設 
いた し ます 。 ち ょ うど 境川 を 見 下ろ す 形 に な り ま すね 。 ま た 、 緑 野村 は 
温泉 が 出 ま す の で 、 ゴ ルフ 場 の 対岸 、 を えと 、 川 の 反対 側 で すね 、 こ こ 
に は 蘭 か ら 温 泉 旅館 が あり ます けれ ども 、 こ れ を 新しく 大 き な 旅館 に 建 
て 替え を た いと 考え て お り ま す 。 ま た 、 墓 地 、 エ ー、 今 、 お 墓 の ある あ た 
り で す が 、 こ こ に は 露天 風呂 も る 作り まし て 、 ゴ ルフ の 後に は こち ら で 疲 
れ を 取っ て いた だ こう と いう わけ で ご ざい ます 。 あ 、 そ れ か ら 、 こ こ は 
ろ ん な 温泉 が 楽し め る よう な も の に し て 、 住 民 の 皆様 に も ご 利用 いた 
だ くつ も り で お り ま す 。 エ ー、 こ の ほか 、 宿泊 施設 と いた し まし て は 、 
ペン ショ ン や ホテ ル を 建設 する 予定 で ご ざい ます 。 で 、 ま ず 、 ペ ン シ ョ 
ン の 場所 な ん で す が 、 境 川 の ほとり で すね 、 こ の 辺り で す 。 今 は りん ご 
園 に な っ て いま すけ れ ど も 、 こ こ に 若者 向け の ペン ショ ン を 4 ソ 軒 で すね 、 
ー、 建 設 し た いと 考え て お り ま す 。 エ 、 さ ら に 川 を 隔て て 、 ペ ン シ ョ 
ン の 向かい 側 に な り ま す が 、 こ こ に は テニ スコ ー ト を 10 面 作り まし て 、 
合宿 所 付き の 「 小 さ な テ ニス 村 」 と する 子 定 で ご ざい ます 。 そ れ か ら で 
すね 、 ホ テル は 、 そ そえ と …… 、 農 協 と 村役場 の 向かい に で すね 、 家 族 向 
け の 大 きい ホテ ル を 建て る 了 予定 で ご ざい ます 。 そ し て ホテ ル か ら 歩 いて 
行け る 所 に 娯楽 施設 も 建設 いた し ます 。 娯楽 施設 に も いろ いろ あり ます 
が ……、 エ ー、 今 、 変 番 と 食堂 が 向かい 合っ て 建っ て いま すね 、 こ の 通 
り の 両側 は レス トラ ン 街 に する 予定 で す 。 さ ら に で すね 、 食 堂 の 南 の 方 、 
ええ と 、 郵 便 局 の ある 通り に な り ま す が 、 そ の 通り に ショ ッ ピ ング セ モン 
ター を 作り まし て 、 地 元 の 特産 物 や みや げ も の な ど が 販売 で きる よう に 
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いた し ます 。( ゴ ホン ) 失礼 。 ま た 、 幼 稚 園 の 向かい 辺り に で すね 、 駐 車 
場 を 造る 子 定 に な っ て お り ま す 。 

尚 、 都 心から の 交通 で ご ざい ます が 、 現 在 建 設 中 の 中 部 自動 車道 が 開 
通い た し ます と 、 エ ー、 今 まで は 東京 か ら 5 時間 か か り ま し た が 、 そ れ 
が 、 な ん と 2 時 間 半 に 短縮 され ます 。 高速 道路 の 全線 開通 は 2 年 後 だ と 
聞い て お り ま す が 、 私 共 も この 2 年 後 を 目標 に 、 た だ いま 、 準 備 を 進め 
て いる と ころ で ご ざい ます 。 


: あり が と う ご ざ いま し た 。 エ ー、 続 きま し て 、 野 村 村 長 の ほう か ら 村 と 


し て の お 考え を お 願い いた し ます 。 


: エー、 村 長 と し て 皆様 に 申し 上 げた いこ と は 、 人 口 の 減少 の 問題 で あり 


ます 。 こ こ 数 年 の 過疎 化 で 、 現 在 、 村 に は 2500 人 し か お ら ず 、 そ の 80% 
が 60 歳 以上 の お 年 寄り で す 。 数 年 後 、 村 の 人 上 口 は 1000 人 を 切っ て し まい 
ます 。 そ うな れ ば この 村 は も う 終 わり で す 。 今 、 村 は 危機 的 な 状況 な の 
で す 。 そ れ に 、 現 在 の 村 は 税金 収入 が 少な く 、 小 学校 と 小さ い 病院 し か 
あり ませ ん 。 し か し 、 デ ゴル フ 場 や それ に 伴う 施設 が で きた 際 に は た くさ 
ん 税金 が 入っ て きま す 。 それで 皆さん の 病院 や 学校 を 新しく 作る こと が 
で きる の で す 。 エ ー、 そ し て 、 何 より も 大 切な の は 仕事 の 機会 が 増え る 
と いう こと で す 。 仕事 が あれ ば 若者 も 村 に 残り 、 都 会 か ら も 帰っ て くる 
は ず で す 。 も ちろ ん 土地 を 提供 し て くだ さる 方 々 の 中 に も 、 農 業 を 続け 
た い 、 と お っ し ゃ る 方 が いら っ し ゃ る こと で し ょ う 。 エ ー、 そ の よう な 
場合 は 私 が 責任 を も っ て 代わ り の 土地 を ご 用 意 い た し ます 。 い ろ い ろ な 
ご 意見 が ある と 存じ ます が 、 昔 の 活気 に 満ち た 村 を 取り 戻す た め に 、 エ 
ー、 村 全体 で この 計画 に 協力 し て いた だ きた いと 、 こ の よう に 思う わけ 
お 


・ あ り が と う ご ざ いま し た 。 そ れ で は 次 に 、 村 民代 表 の 方 々 の ご 意見 を い 


た だ きた いと 思い ます が …… 宮 本 さん か ら 、 い か が で し ょ うか 。 


: な ん か 、 夢 の よう な 計画 で …… 何 て 言っ た らい いか ……。 まあ 、 私 は こ 


の 計画 に 賛成 で す 。 う ち は ず っ と 農協 の 隣 で 店 を や っ て お り ま す が 、 人 
が 減っ て あま り も うか り ま せん し 、 東 京 に 行っ た 息子 も 戻っ て 来 ま せん 
し ね を 、 私 の 代 で 終わ り だ ろう と 思っ て お り ま し た 。 で も 、 こ の 計画 が 
実現 すれ ば 、 息 子 た ち も る 仕事 が で き て 帰っ て くる ん じゃ な いか と 思う ん 
で す 、 え え 、 そ うな っ た らい いな あと …… o 


そり ゃ あ ……、 あ 、 い いか ね 。 今 、 話 し て も ……。 
北山 さん 、 ど う ぞ 。 
わし も 若い も ん が 帰っ て くる の は いい と 思う ん だ が ……、 だ けん ども 、 


先祖 代々 受け 継い で きた 山 や 畑 や 田んぼ を 、 そ ん な 人 筒 単に 手放す こと な 
ん か 、 い や ー、 で きま せん 。 そ ん な こと し た ら 、 ご 先祖 様 に 申し 訳 が あ 
り ま せん わい 。 

あの 、 す み ま せ ん 、 ち ょ っ と いい で し ょ うか 。 


・ あ 、 木 村 さ ん 、 ど う ぞ 。 皆さん 、 遠 慮 な さら ず ど ん どん 発言 な さっ て く 


だ さい 。 
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木村 : 


木村 : 


長嶋 : 
司会 : 


長嶋 : 


北山 : 


第 8 課 軒 還 還 還 是 


先ほど 、 宮 本 さん は 若者 が 帰っ て くる と お っ し ゃ っ た ん で す が 、 本 当 に 
帰っ て 来る ん で し ょ うか 。 こ こ は 田 舎 で すか ら ね を え 。 便 利 に な る の は い 
いん で すけ ど 、 便 利 に な っ た ぐら いじ ゃ あ …… 。 どう で す ? 宮本 さん 


: それ は そう か も し れ ま せん けど 、 今 の まま じゃ 何 も 変 わら な いん じゃ な 


いか と 思う ん で す よ 。 う ちの 主人 も 最近 は 弱り まし て 、 町 の 病院 に 通っ 
て る ん で す が 、 そ の 病院 まで 車 で 1 時間 も か か る ん で す よ …… 。 1 日 に 
3 本 し か な い バ ス じ ゃ 、 そ りゃ も う 不 便 で ……。 こ れ は 私 だ け じ ゃ あり 
ませ ん 。 み ん な 、 そ う 言 っ て ます 、 え え 。 こ の 村 に も 病院 が で きれ ば 助 
か り ま す 。 ね る を る 、 木 村 さ きん 、 違 いま すか ? 

そう で すね 。 私 も そう 思い ます 。 村 に 人 が 集まっ て いろ ん な も の が で き 
れ ば 、 生 活 は ずっ と 楽に な る で し ょ うし 、 も ちろ ん 、 子 供 の 頃 か ら 遊 ん 
だ 山 や 川 も 変わ っ て し まう で し ょ うけ ど ……、 村 が な く な る より は まし 、 
を ええ 、 ま し な ん じゃ な いか と 思い ます 。 

すみ ませ ん 、 ち ょ っ と よろ し いで し ょ うか 。 

あ 、 長 嶋 さ きん 、 ど う ぞ 、 ど う ぞ 。 

自然 保護 団体 アー スピ ー ス の 長嶋 で す 。 エ ー、 環 境 保 護 の 立場 か ら 言わ 
せ て いた だ け ば 、 私 は この 計画 は 行わ な い ほ うがい いと 思い ます 。 特 に 、 
この ゴル フ 場 の 建設 は 大 変 な 問題 で す 。 と いう の は 、 こ の 辺り は 珍し い 
野鳥 が 生息 し て いる 地域 だ か ら で す 。 ゴル フ 場 な ん か で きた ら 、 野 鳥 が 
住め る 環境 は 破壊 され て し まい ます よ 。 そ れ に 、 ゴ ルフ 場 に 使う 農薬 は 
人 間 に も 影響 を 及ぼ し ます 。 川 の 水 が 汚 れ て 、 飲 み 水 が 汚染 され て し ま 
っ て も いい ん で すか 。 

そり ゃ 困る 。 い くら 金 を 払う と 言わ れ て も 、 お 金 な ん か 問題 し ゃ な い 、 
わか り ま すか 。 わ し の 土地 な ん じゃ よ 。 誰 に も 譲る 気 な ん か な い 。 ゴル 
フ 場 だ っ て ? わ 、 わ 、 わ し は ゴル フ な ん か せん が 。 そ れ に 、 そ の 、 な 
ん じゃ 、 あ の ペ ぺ … ペ ン …… と か 何と か 、 と に か く 、 わ し は そん な も ん は 
いら ん ね 。 


・ あ 、 あ の 、 北 山 さ ん の お 気持 ちち わか り ま す が …… あ の 、 冷 静 に 冷静 に 。 


エー、 で は 、 ほ か の 方 、 い か が で し ょ うか 。 
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